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政
府
は
９
月
２０
日
、
飼
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
畜
産
・
酪
農
経
営
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
２２
年
度
予
算
の
予
備
費
か
ら
５
０
４
億
円
を
支
出
す
る
こ
と
を
閣
議

決
定
し
た
。
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業
を
措
置
し
、
生
産
コ
ス
ト
削
減
や
飼
料
自
給

率
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
を
事
業
参
加
要
件
と
し
て
、生
産
者
に
補
て
ん
金
を
交
付
す
る
。

飼
料
価
格
高
騰
緊
急
対
策

事
業
は
、
配
合
飼
料
価
格
の

高
騰
対
策
と
、
購
入
粗
飼
料

高
騰
の
影
響
も
受
け
て
い
る

酪
農
経
営
へ
の
対
策
の
２
つ

か
ら
成
る
。

○
配
合
飼
料
価
格
高
騰
緊

急
特
別
対
策

４
３
０
億
円

配
合
飼
料
価
格
の
高
止
ま

り
に
よ
る
生
産
者
の
実
負
担

額
増
加
を
抑
制
す
る
。
２２
年

度
第
３
四
半
期
（
１０
〜
１２
月

期
）
に
つ
い
て
、
配
合
飼
料

価
格
安
定
制
度
に
よ
る
補
て

ん
金
と
は
別
に
、
生
産
コ
ス

ト
削
減
等
に
取
り
組
む
生
産

者
に
対
し
て
補
て
ん
金
を
交

付
し
、
実
質
的
な
飼
料
コ
ス

ト
を
第
２
四
半
期
（
７
〜
９

月
期
）
と
同
程
度
の
水
準
と

す
る
。

【
補
て
ん
単
価
】

配
合
飼
料
１
㌧
当
た
り
６

７
５
０
円
を
交
付
す
る
。

【
交
付
タ
イ
ミ
ン
グ
】

来
年
２
月
に
配
合
飼
料
価

格
安
定
制
度
に
よ
る
第
３
四

半
期
の
支
払
い
と
は
別
に
、

補
て
ん
金
を
交
付
予
定
。

【
要
件
】

①
生
産
コ
ス
ト
削
減
に
資

す
る
メ
ニ
ュ
ー
（
国
産
飼
料

の
生
産
・
流
通
拡
大
、
国
産

飼
料
の
給
与
割
合
の
増
加
、

疾
病
・
事
故
率
の
低
減
―
な

ど
）、②
配
合
飼
料
の
使
用
量

低
減
に
資
す
る
取
り
組
み
メ

ニ
ュ
ー
（
飼
料
成
分
分
析
に

基
づ
く
飼
料
設
計
の
改
善
、

国
産
高
栄
養
粗
飼
料
の
利

用
、
自
動
給
餌
機
等
に
よ
る

適
量
給
与
―
な
ど
）
か
ら
１

つ
ず
つ
選
択
し
、実
践
す
る
。

○
国
産
粗
飼
料
利
用
拡
大

緊
急
酪
農
対
策

７４
億
円

今
年
４
月
か
ら
乳
価
改
訂

が
行
わ
れ
る
１１
月
の
前
月
ま

で
の
間
の
コ
ス
ト
上
昇
分
の

一
部
を
補
て
ん
す
る
。
都
府

県
と
北
海
道
で
購
入
粗
飼
料

等
の
種
類
が
異
な
る
こ
と
等

を
踏
ま
え
た
補
て
ん
金
（
経

産
牛
１
頭
当
た
り
に
換
算
）

を
交
付
す
る
。

【
補
て
ん
単
価
】

経
産
牛
の
飼
養
頭
数
に
応

じ
て
補
て
ん
金
を
交
付
す

る
。
都
府
県
は
経
産
牛
１
頭

当
た
り
１
万
円
、
北
海
道
は

同
７
２
０
０
円
。

【
交
付
タ
イ
ミ
ン
グ
】

事
業
実
施
主
体
（
農
畜
産

業
振
興
機
構
）
に
対
し
て
交

付
申
請
手
続
き
が
行
わ
れ
た

農
協
等
を
通
じ
、
生
産
者
に

１１
月
以
降
、順
次
交
付
予
定
。

【
要
件
】

前
記
①
及
び
②
の
メ
ニ
ュ

ー
か
ら
３
つ
を
選
択
し
、
実

践
す
る
。
た
だ
し
、
国
産
飼

料
の
生
産
・
流
通
拡
大
、
国

産
飼
料
の
給
与
割
合
の
増

加
、
飼
料
成
分
分
析
に
基
づ

く
飼
料
設
計
の
改
善
、
国
産

高
栄
養
粗
飼
料
の
利
用
―
の

４
つ
か
ら
１
つ
以
上
選
択
す

る
必
要
が
あ
る
。

２
つ
の
対
策
と
も
、
既
に

実
施
中
の
同
じ
取
り
組
み
は

対
象
と
な
る
。

農
水
省
は
９
月
３０
日
、
２１

年
新
規
就
農
者
調
査
（
２２
年

２
月
１
日
現
在
）
の
結
果
を

公
表
し
た
。
新
規
就
農
者
は

５
万
２
２
９
０
人
で
、
前
年

に
比
べ
２
・
７
％
減
少
し
た
。

１６
年
か
ら
減
少
傾
向
と
な

り
、
５
年
連
続
で
５
万
人
台

に
と
ど
ま
っ
た
。
う
ち
４９
歳

以
下
は
１
万
８
４
２
０
人

で
、
０
・
２
％
増
加
し
た
も

の
の
、
４
年
連
続
で
２
万
人

を
割
り
込
ん
だ
。
農
業
従
事

者
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
中
、
若
年
層
の
新
規
就
農

者
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

新
規
就
農
者
を
男
女
別
に

み
る
と
、
男
性
が
３
万
９
５

３
０
人
で
前
年
比
１
・
９
％

増
、
女
性
は
１
万
２
７
５
０

人
で
１４
・
７
％
減
。
う
ち
４９

歳
以
下
は
、
男
性
が
１
万
２

８
８
０
人
で
０
・
５
％
減
、

女
性
は
５
５
４
０
人
で
２
・

０
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

就
農
形
態
別
に
み
る
と
、

個
人
経
営
体
の
世
帯
員
で
、

「
学
生
」
や
「
他
に
雇
わ
れ

て
勤
務
が
主
」
か
ら
「
自
営

農
業
へ
の
従
事
が
主
」
に
な

っ
た
「
新
規
自
営
農
業
就
農

者
」
は
８
・
０
％
減
の
３
万

６
８
９
０
人
、
う
ち
４９
歳
以

下
は
１４
・
８
％
減
の
７
１
９

０
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く

減
っ
た
。
新
規
学
卒
就
農
者

は
８
０
０
人
で
、
全
体
の
２

・
２
％
と
少
な
い
。
一
方
、

６０
〜
６４
歳
は
８
７
０
０
人
、

６５
歳
以
上
は
１
万
７
１
３
０

人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
２３

・
６
％
、
４６
・
４
％
を
占
め

て
い
る
。

新
た
に
法
人
等
に
常
雇
い

（
年
間
７
ヵ
月
以
上
）
と
し

て
雇
用
さ
れ
、
農
業
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
新
規

雇
用
就
農
者
」
は
１５
・
１
％

増
の
１
万
１
５
７
０
人
、
う

ち
４９
歳
以
下
は
１６
・
０
％
増

の
８
５
４
０
人
で
、
そ
れ
ぞ

れ
２
年
連
続
で
増
加
し
た
。

新
規
学
卒
就
農
者
は
２
２
７

０
人
で
、全
体
の
１９
・
６
％
。

な
お
、
農
家
出
身
が
１
４

８
０
人
（
う
ち
新
規
学
卒
就

農
者
３
０
０
人
）
に
対
し
、

非
農
家
出
身
は
１
万
１
０
０

人
（
同
１
９
７
０
人
）
で
、

全
体
の
８７
・
３
％
を
占
め
て

い
る
。

土
地
や
資
金
を
独
自
に
調

達
し
、
農
業
経
営
を
開
始
し

た
経
営
の
責
任
者
及
び
共
同

経
営
者
で
あ
る
「
新
規
参
入

者
」
は
７
・
０
％
増
の
３
８

３
０
人
、
う
ち
４９
歳
以
下
は

４
・
３
％
増
の
２
６
９
０
人

で
、
そ
れ
ぞ
れ
２
年
連
続
で

増
加
し
た
。

営
農
部
門
別
に
新
規
参
入

者
数
を
み
る
と
、
露
地
野
菜

作
が
１
３
１
０
人
と
最
も
多

く
、
次
い
で
果
樹
作
が
７
９

０
人
、
施
設
野
菜
作
が
６
５

０
人
と
な
っ
て
い
る
。

農
水
省
は
９
月
２９
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
を
開
催
。
野
村
哲
郎
農
水

大
臣
が
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
（
以
下
「
基
本
法
」
）

の
検
証
等
に
関
す
る
意
見
を

求
め
る
諮
問
を
行
っ
た
。

基
本
法
は
、
農
業
政
策
の

基
本
的
な
方
向
を
示
す
も
の

と
し
て
、
１
９
９
９
年
に
制

定
さ
れ
た
。
基
本
理
念
と
し

て
、
①
食
料
の
安
定
供
給
の

確
保
、
②
多
面
的
機
能
の
十

分
な
発
揮
、
③
農
業
の
持
続

的
な
発
展
、
④
農
村
の
振
興

―
を
掲
げ
て
い
る
。
食
料
自

給
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
も

規
定
さ
れ
て
い
る
。

制
定
か
ら
２０
年
以
上
が
経

過
し
て
お
り
、
生
産
者
の
減

少
・
高
齢
化
等
の
農
業
構
造

の
変
化
、
世
界
的
な
食
料
情

勢
や
気
候
変
動
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ
る

食
料
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク

の
高
ま
り
な
ど
の
今
日
的
な

課
題
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

政
府
が
９
月
９
日
に
開
い

た
「
食
料
安
定
供
給
・
農
林

水
産
業
基
盤
強
化
本
部
」
の

会
合
で
岸
田
文
雄
首
相
は
、

基
本
法
の
法
改
正
を
見
据
え

て
見
直
す
よ
う
指
示
し
た
。

同
審
議
会
で
は
、
新
た
に

「
基
本
法
検
証
部
会
」
の
設

置
を
決
め
た
。
今
後
、
同
部

会
で
基
本
法
の
総
合
的
な
検

証
を
行
い
、
見
直
し
に
向
け

て
議
論
を
重
ね
る
。

全
国
開
拓
農
業
協
同
組
合

連
合
会
（
全
開
連
）
は
１０
月

２８
日
、
東
京
・
赤
坂
の
三
会

堂
ビ
ル
で
第
７４
回
通
常
総
会

を
開
催
す
る
。
総
会
に
先
立

ち
、
１０
月
４
日
に
全
開
連
会

議
室
で
北
海
道
・
東
北
・
関

東
・
中
部
関
西
地
区
の
、
１０

月
６
日
に
は
熊
本
県
人
吉
市

で
九
州
地
区
の
「
事
業
概
況

説
明
会
」
を
開
催
。
総
会
提

出
議
案
が
会
員
に
説
明
さ

れ
、意
見
聴
取
が
行
わ
れ
た
。

提
出
議
案
は
、
第
１
号
議

案
＝
第
７４
年
度
（
２１
年
８
月

１
日
〜
２２
年
７
月
３１
日
）
事

業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
注
記
表
、
剰
余

金
処
分
（
案
）
及
び
附
属
明

細
書
承
認
に
つ
い
て
、
第
２

号
議
案
＝
第
７５
年
度
（
２２
年

８
月
１
日
〜
２３
年
７
月
３１

日
）
事
業
計
画
設
定
に
つ
い

て
、
第
３
号
議
案
＝
第
７５
年

度
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に

つ
い
て
、
第
４
号
議
案
＝
退

任
理
事
に
対
す
る
退
任
給
与

金
の
支
出
に
つ
い
て
、
第
５

号
議
案
＝
定
款
の
一
部
変
更

に
つ
い
て
、
第
６
号
議
案
＝

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
―
の
６
議
案
と

付
帯
決
議
案
。

第
２
号
議
案
で
示
さ
れ
る

第
７５
年
度
事
業
計
画
（
案
）

で
は
、
会
員
と
一
体
と
な
っ

て
生
産
・
販
売
事
業
を
展
開

す
る
と
し
て
い
る
。
基
本
方

針
は
次
の
と
お
り
。

〈
基
本
方
針
〉

開
拓
地
に
お
け
る
酪
農
・

畜
産
事
業
は
、
日
本
国
民
の

食
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。
本
会
は
今
後
も
日

本
の
畜
産
業
の
維
持
・
発
展

の
た
め
会
員
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
開
拓
組
織
の

「
顔
の
見
え
る
畜
産
専
門
連
」

と
し
て
の
優
位
性
を
最
大
限

に
発
揮
し
た
生
産
・
販
売
事

業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。
来

期
に
は
人
吉
食
肉
セ
ン
タ

ー
、
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
が

操
業
再
開
の
運
び
と
な
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
協
力
を
得

て
集
荷
、
部
分
肉
販
売
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

今
期
は
以
下
の
重
点
事
項

の
も
と
、事
業
回
復
に
向
け
、

利
用
結
集
を
図
り
ま
す
。

⑴
会
員
と
一
体
と
な
っ
た

専
門
農
協
と
し
て
の
強
固
な

組
織
づ
く
り

⑵
生
産
性
向
上
の
た
め
の

目
標
に
沿
っ
た
経
営
・
技
術

指
導
の
実
施

⑶
低
廉
・
良
質
な
生
産
資

材
の
開
発
と
供
給

⑷
部
分
肉
の
国
内
外
で
の

有
利
販
売
体
制
の
強
化

⑸
業
務
の
効
率
化
に
よ
る

経
営
体
質
の
改
善

⑹
会
員
と
の
事
務
処
理
の

共
通
化
に
よ
る
事
務
の
効
率

化

新規就農者数の推移（就農形態別）
単位 :人

就農形態別

４９歳以下

２‚６５０

２‚５２０

２‚４７０

２‚７１０

２‚３６０

２‚２７０

２‚５８０

２‚６９０

新規
参入者

３‚６６０

３‚５７０

３‚４４０

３‚６４０

３‚２４０

３‚２００

３‚５８０

３‚８３０

４９歳以下

５‚９６０

７‚９８０

８‚１７０

７‚９６０

７‚０６０

７‚０９０

７‚３６０

８‚５４０

新規雇用
就農者

７‚６５０

１０‚４３０

１０‚６８０

１０‚５２０

９‚８２０

９‚９４０

１０‚０５０

１１‚５７０

４９歳以下

１３‚２４０

１２‚５３０

１１‚４１０

１０‚０９０

９‚８７０

９‚１８０

８‚４４０

７‚１９０

新規
自営農業
就農者

４６‚３４０

５１‚０２０

４６‚０４０

４１‚５２０

４２‚７５０

４２‚７４０

４０‚１００

３６‚８９０

４９歳以下

２１‚８６０

２３‚０３０

２２‚０５０

２０‚７６０

１９‚２９０

１８‚５４０

１８‚３８０

１８‚４２０

計

５７‚６５０

６５‚０３０

６０‚１５０

５５‚６７０

５５‚８１０

５５‚８７０

５３‚７４０

５２‚２９０

区分

２０１４年

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

農
業
基
本
法
見
直
し
へ

畜酪緊急対策

配
合
飼
料
１０
〜
１２
月
期
㌧
６７５０
円
交
付

農
水
省
、検
証
部
会
を
設
置

酪
農
家
の
国
産
粗
飼
料
利
用
も
支
援

会
員
と
一
体
と
な
り

生
産
・
販
売
事
業
展
開

全
開
連
２２
年
度
事
業
計
画
案

「
４９
歳
以
下
」４
年
連
続
２
万
人
割
れ

２１
年
新
規
就
農
５
年
連
続
５
万
人
台

・「食料・農業 知っておきたい話」－１１４（２面）
・２１年度「日本型直接支払」実施状況 （３面）
・農産物、農薬「気にかける」約４割 （４面）
・イノシシの秋季出没に注意 （５面）
・小澤さん（長野）精密飼養管理ソフトを活用

（６面）
・子牛の飼料給与に工夫を （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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最
悪
の
事
態
が
起
こ
る

一
昨
年
に
比
べ
て
肥
料
２
倍
、

飼
料
２
倍
、
燃
料
３
割
高
と
言
わ

れ
る
コ
ス
ト
高
で
も
、
十
分
に
価

格
転
嫁
が
で
き
な
い
農
畜
産
物
。

政
策
も
動
き
始
め
た
が
、
酪
農
に

つ
い
て
は
「
追
い
討
ち
」
的
な
乳

雄
子
牛
価
格
の
暴
落
な
ど
で
現
場

の
苦
境
は
深
刻
化
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
つ
い
に
最
悪
の

事
態（
北
海
道
の
酪
農
家
が
自
殺
）

に
接
し
、
無
念
と
無
力
感
に
さ
い

な
ま
れ
る
。政
府
の
緊
急
補
て
ん
、

乳
製
品
に
よ
る
人
道
支
援
、
急
い

で
ほ
し
い
。
皆
一
丸
と
な
っ
て
国

産
乳
製
品
を
買
お
う
。
酪
農
家
さ

ん
、
踏
ん
張
っ
て
下
さ
い
。
国
際

ひ
っ
ぱ
く

需
給
は
逼
迫
で
各
国
の
乳
価
、
乳

製
品
価
格
も
上
昇
し
、
日
本
酪
農

の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
今

を
し
の
げ
ば
必
ず
未
来
は
拓
け

る
。

予
備
費
に
よ
る
政
策
発
動

政
府
は
、
予
備
費
か
ら
、
搾
乳

牛
１
頭
に
都
府
県
１
万
円
、
北
海

道
７
２
０
０
円
の
緊
急
支
援
を
決

定
し
た
。
関
係
者
の
努
力
の
結
果

で
は
あ
る
が
、
１
頭
当
た
り
年
間

乳
量
を
１
万
㎏
と
し
て
乳
価
に
換

算
す
る
と
、
生
乳
１
㎏
当
た
り
都

府
県
で
１
円
、
北
海
道
で
は
７２
銭

で
、
配
合
飼
料
が
３０
円
／
㎏
上
昇

し
て
い
る
現
状
に
は
遠
く
及
ば
な

い
。
特
に
、
１１
月
か
ら
の
飲
用
乳

の
取
引
乳
価
が
１０
円
／
㎏
上
が
っ

て
も
、
加
工
向
け
が
８
割
を
占
め

る
た
め
、
２
円
し
か
上
が
ら
な
い

北
海
道
の
不
満
も
大
き
い
。
飼
料

費
の
高
騰
に
応
じ
た
支
給
な
の

で
、
自
給
飼
料
が
相
対
的
に
多
い

北
海
道
へ
の
支
給
が
低
く
な
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
が
。

政
策
的
に
は
、
次
は
、
補
正
予

算
で
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
上
乗
せ

で
き
る
か
、
が
待
た
れ
る
。

農
村
現
場
か
ら

状
況
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
て
い

る
の
が
、
副
産
物
収
入
の
激
減
で

あ
る
。
乳
雄
牛
の
肥
育
も
大
規
模

に
展
開
し
て
い
た
畜
産
大
手
の
倒

産
（
神
明
畜
産
、
負
債
総
額
５
７

５
億
円
）
に
よ
り
乳
雄
子
牛
の
買

い
付
け
が
ご
っ
そ
り
減
っ
た
こ
と

に
加
え
、
そ
も
そ
も
餌
代
が
２
倍

に
な
り
、
肥
育
農
家
が
子
牛
購
入

を
控
え
て
い
る
。
酪
農
現
場
か
ら

は
「
子
牛
販
売
価
格
暴
落
で
経
営

者
よ
り
家
族
、
特
に
哺
乳
を
や
っ

て
い
る
奥
様
方
の
精
神
的
な
ダ
メ

ー
ジ
が
大
き
い
と
聞
き
ま
す
。
大

切
に
育
て
た
子
牛
が
１
１
０
円
と

か
薬
殺
と
か
、
哺
乳
す
る
奥
様
方

に
は
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

酪
農
家
族
に
絶
望
感
が
拡
が
っ
て

い
ま
す
」
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

現
場
か
ら
の
声
が
続
々
届
く
。

・
昨
日
も
畜
産
団
地
に
あ
っ
た
隣

接
す
る
３
戸
の
う
ち
唯
一
残
っ
て

い
た
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
の
酪
農
牧

場
の
廃
業
の
知
ら
せ
を
聞
き
ま
し

た
。
ま
だ
４０
歳
代
の
二
代
目
で
す

が
、
毎
月
増
え
続
け
る
こ
れ
以
上

の
負
債
を
抱
え
る
こ
と
に
廃
業
を

決
断
さ
れ
た
の
で
し
た
。
今
日
は

今
日
で
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牧
場
の
廃

業
清
算
の
知
ら
せ
で
す
。
コ
ン
サ

ル
で
関
与
す
る
牧
場
で
、
廃
業
さ

は
ら

れ
る
牧
場
の
孕
み
牛
と
搾
乳
機
材

な
ど
を
引
き
取
る
相
談
で
し
た
。

見
通
し
の
つ
か
な
い
不
安
と
資
金

繰
り
が
限
界
を
迎
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

・
牛
舎
で
毎
日
毎
日
子
牛
の
世
話

を
し
た
り
乳
搾
り
し
た
り
、
餌
を

や
っ
た
り
、
子
育
て
や
家
事
に
追

わ
れ
る
女
性
た
ち
は
、
じ
っ
と
耐

え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
哺
乳
し

な

て
子
牛
の
頭
を
撫
で
て
や
り
、
う

ま
く
糞
を
出
せ
な
い
子
牛
は
肛
門

周
り
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
や
っ
た

り
、
生
ま
れ
て
間
も
な
く
の
飲
み

の
悪
い
子
牛
に
１
時
間
も
２
時
間

も
付
き
合
っ
て
初
乳
を
飲
ま
せ
て

い
ま
す
。
牧
場
で
の
女
性
陣
の
頑

張
り
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
ま
ま
の
個
体
販
売
価
格
や
売
れ

な
い
状
況
が
続
け
ば
精
神
的
に
持

ち
ま
せ
ん
。
牧
場
を
支
え
て
い
る

女
性
が
希
望
を
持
っ
て
安
心
し
て

働
け
る
日
を
待
ち
望
み
ま
す
。

・
生
産
抑
制
で
前
年
比
１
０
１
％

を
越
え
た
分
は
集
荷
し
な
い
と
い

う
話
ま
で
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
搾
る
し
か
な
い
の
に
、
こ
れ

で
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ

ん
。
回
っ
て
き
て
い
る
普
及
員
さ

ん
も
、
生
産
抑
制
を
指
導
す
る
よ

う
に
上
か
ら
き
つ
く
言
わ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
年
末
は
処

理
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
聞

か
さ
れ
て
い
て
、
処
理
不
能
乳
が

出
れ
ば
、
さ
ら
に
き
つ
い
生
産
調

整
に
な
る
と
も
。

・
私
は
生
産
調
整
し
ま
せ
ん
。
罰

金
課
す
な
ら
受
け
ま
し
ょ
う
。
明

年
は
系
統
外
の
二
股
出
荷
を
宣
言

し
ま
す
。
経
営
は
誰
も
守
っ
て
は

く
れ
ま
せ
ん
。
脱
脂
粉
乳
が
極
端

に
過
剰
な
だ
け
で
飲
用
も
こ
と
が

変
わ
れ
ば
綱
渡
り
状
態
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
の
中
を
ど
う

見
て
も
�
牛
を
殺
せ
、
搾
る
な
�

は
誤
り
。
腰
に
手
を
あ
て
て
い
い

お
じ
さ
ん
が
牛
乳
を
飲
ん
だ
り
、

無
料
配
布
の
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
牛
乳
が
飲
め
な
く
な
る
日

は
そ
う
遠
く
あ
り
ま
せ
ん
。

・
農
協
に
よ
っ
て
は
、
処
理
不
能

乳
が
出
る
状
況
に
近
い
と
の
こ
と

で
生
産
抑
制
を
強
め
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
子
牛
暴
落
、
餌
、
資
材

高
騰
、
さ
ら
に
搾
れ
な
い
で
は
八

方
塞
が
り
で
す
。
強
い
人
ば
か
り

で
は
無
い
の
で
心
配
で
す
。

消
費
者
か
ら
も
心
配
の
声

・
国
は
何
と
か
し
よ
う
と
思
わ
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？

食
料
は
大

事
な
国
防
、
軍
備
だ
け
が
国
防
で

は
無
い
の
で
す
！

ミ
サ
イ
ル
よ

り
も
先
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。
ス
ー
パ
ー
に
食
べ
物
が

沢
山
あ
る
か
ら
安
心
で
は
な
い
の

で
す
、
東
日
本
大
震
災
直
後
の
ス

ー
パ
ー
の
棚
を
思
い
出
し
て
頂
き

た
い
。

・
国
葬
よ
り
も
、
か
か
る
経
費
で

農
業
・
酪
農
・
林
業
・
漁
業
の
所

得
補
償
に
回
し
、
生
産
者
が
生
活

で
き
る
価
格
で
消
費
者
が
支
援
で

き
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し

ょ
う
！

・
市
民
の
で
き
る
手
助
け
は
あ
り

ま
す
か
？

野
菜
な
ど
は
直
売
り

が
あ
り
ま
す
が
。
酪
農
家
を
助
け

る
為
の
良
策
の
提
案
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
財
団
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
※
、
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
。

食
料
安
全
保
障
推
進
財

団
か
ら
の
呼
び
か
け

筆
者
が
理
事
長
を
務
め
る
食
料

安
全
保
障
推
進
財
団
に
一
番
沢
山

の
拠
出
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の

は
、
今
ご
自
身
が
一
番
苦
し
い
酪

農
家
の
皆
さ
ん
だ
。
身
に
つ
ま
さ

れ
る
思
い
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
で
き
な
い
か
と

の
提
案
も
あ
る
。

早
急
に
検
討
し
た
い
が
、
そ
う

簡
単
で
は
な
い
。苦
悩
は
続
く
が
、

何
と
か
希
望
の
光
を
見
出
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
長
年
の
貿
易
自
由
化

に
よ
る
農
業
の
苦
境
と
「
引
き
換

え
」
に
大
企
業
が
利
益
を
増
や
し

て
き
た
の
が
日
本
経
済
。
企
業
な

ど
に
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

※
不
特
定
多
数
の
人
々
か
ら
少

額
ず
つ
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
を

い
う
。

第114回

Ｊ
ミ
ル
ク
は
９
月
３０
日
、

２２
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
見
通
し
を
公
表
し

た
。
７
月
ま
で
の
生
乳
生
産

量
デ
ー
タ
や
乳
用
牛
飼
養
頭

数
な
ど
に
基
づ
く
、
最
終
予

測
。全
国
の
生
乳
生
産
量
は
、

前
年
度
比
０
・
５
％
増
の
７

６
８
万
７
千
㌧
と
４
年
連
続

の
増
産
と
な
る
見
通
し
。
前

回
見
通
し
（
７
月
）
か
ら
０

・
１
㌽
上
方
修
正
し
た
。
一

方
、
牛
乳
等
の
需
要
は
前
回

見
通
し
よ
り
減
少
し
、
乳
製

品
へ
の
仕
向
量
が
増
加
す
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

地
域
別
で
は
、
北
海
道
が

１
・
４
％
増
の
４
３
７
万
㌧
、

都
府
県
は
０
・
５
％
減
の
３

３
１
万
７
千
㌧
の
見
通
し
。

北
海
道
は
ほ
ぼ
据
え
置
き

で
、
都
府
県
は
０
・
４
㌽
上

方
修
正
し
た
。
８
月
以
降
の

全
国
に
お
け
る
生
産
抑
制
の

取
り
組
み
は
考
慮
し
て
い
な

い
。１１

月
か
ら
の
乳
価
引
き
上

げ
で
、
牛
乳
乳
製
品
の
値
上

げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
牛

乳
等
生
産
量
の
見
通
し
は
、

過
去
の
乳
価
引
き
上
げ
と
需

要
減
少
の
相
関
を
基
に
、
１１

月
以
降
の
飲
用
需
要
減
少
を

推
定
し
て
予
測
。牛
乳
類（
牛

乳
、
加
工
乳
、
成
分
調
整
牛

乳
、
乳
飲
料
）
が
３
・
１
％

減
の
４
４
８
万
８
千
㌔
㍑
、

は
っ
酵
乳
は
７
・
７
％
減
の

９４
万
６
千
㌔
㍑
と
予
測
。
そ

れ
ぞ
れ
２
・
６
㌽
、
３
・
７

㌽
下
方
修
正
し
た
。

生
乳
生
産
量
か
ら
自
家
消

費
量
を
差
し
引
い
た
「
生
乳

供
給
量
」
は
、
０
・
６
％
増

の
７
６
３
万
９
千
㌧
の
見
込

み
。
用
途
別
処
理
量
の
見
通

し
は
、
飲
用
等
向
け
が
２
・

６
％
減
の
３
９
４
万
２
千

㌧
、
乳
製
品
向
け
は
４
・
２

％
増
の
３
６
９
万
７
千
㌧
。

こ
の
う
ち
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ

ー
等
向
け
は
、
５
・
６
％
増

の
１
９
６
万
８
千
㌧
と
前
年

度
を
上
回
る
見
通
し
。
前
回

見
通
し
か
ら
６
・
３
㌽
上
方

修
正
し
た
。

都
府
県
の
生
乳
需
給
は
、

生
乳
供
給
量
が
０
・
５
％
減
、

飲
用
等
向
け
の
処
理
量
は
３

・
２
％
減
と
な
る
見
通
し

（
表
）
。
北
海
道
か
ら
の
移

入
量
（
道
外
移
出
量
）
は
、

０
・
９
％
減
の
４８
万
２
千
㌧

と
前
年
を
下
回
る
見
通
し
。

前
回
見
通
し
か
ら
３
・
８
㌽

下
方
修
正
し
た
。

全
国
の
脱
脂
粉
乳
の
生
産

量
は
５
・
６
％
増
の
１６
万
８

７
０
０
㌧
と
、
前
回
見
通
し

よ
り
６
・
０
㌽
上
昇
す
る
と

見
込
ん
だ
。
年
度
末
の
在
庫

量
は
、
３５
・
０
％
増
の
１３
万

１
９
０
０
㌧
（
各
種
の
対
策

込
み
で
は
６
・
１
％
減
の
９

万
１
７
０
０
㌧
）
と
な
る
見

通
し
。

需
要
減
退
に
伴
う
脱
脂
粉

乳
・
バ
タ
ー
等
へ
の
仕
向
量

増
加
の
影
響
に
よ
り
、
乳
製

品
在
庫
量
の
積
み
増
し
や
処

理
不
可
能
乳
発
生
の
懸
念
が

前
回
見
通
し
よ
り
も
大
き
く

高
ま
る
予
測
と
な
っ
て
い

る
。Ｊ

ミ
ル
ク
は
、
「
業
界
内

外
を
巻
き
込
ん
だ
幅
広
く
一

体
感
を
持
っ
た
消
費
拡
大
が

求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。

農
水
省
は
９
月
３０
日
、
バ

タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
の
２２
年

度
輸
入
枠
数
量
の
検
証
結
果

を
発
表
し
た
。
今
年
１
月
に

設
定
し
た
輸
入
枠
数
量
を
据

え
置
い
た
。

国
家
貿
易
に
よ
る
輸
入
枠

数
量
は
、
同
省
が
毎
年
１
月

に
翌
年
度
分
を
示
し
、
５
月

と
９
月
に
検
証
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
２２
年
度
の
輸

入
枠
数
量
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世

界
貿
易
機
関
）
で
約
束
し
て

い
る
数
量
（
カ
レ
ン
ト
・
ア

ク
セ
ス
、
生
乳
換
算
で
１３
万

７
千
㌧
）
と
し
、
５
月
の
検

証
で
は
据
え
置
い
た
。

バ
タ
ー
の
消
費
が
増
加
傾

向
で
推
移
し
て
い
る
一
方
、

脱
脂
粉
乳
は
生
産
量
が
消
費

量
を
上
回
っ
て
い
る
。
２２
年

８
月
末
時
点
の
在
庫
量
は
、

バ
タ
ー
が
４
万
９
６
４
㌧

（
前
年
同
月
差
１
４
４
６
㌧

減
）
、
脱
脂
粉
乳
は
９
万
６

８
０
３
㌧（
６
２
５
６
㌧
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

同
省
は
今
回
の
検
証
で
、

輸
入
枠
数
量
を
引
き
続
き
据

え
置
く
こ
と
を
決
め
た
。
こ

れ
ま
で
の
輸
入
・
売
渡
入
札

の
実
績
に
基
づ
き
、
品
目
ご

と
に
枠
数
量
を
設
定
し
た
。

バ
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
全
量

落
札
さ
れ
て
お
り
、
年
末
に

向
け
て
需
要
期
を
迎
え
る
た

め
、
製
品
重
量
で
２
１
８
８

㌧
増
の
９
７
８
８
㌧
（
生
乳

換
算
で
約
１２
万
㌧
）と
し
た
。

ホ
エ
イ
は
１
２
８
３
㌧
（
約

９
千
㌧
）
、
バ
タ
ー
オ
イ
ル

は
１
８
５
㌧
（
約
３
千
㌧
）

と
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
、
脱

脂
粉
乳
は
、
７
５
０
㌧
（
約

５
千
㌧
）
に
据
え
置
い
た
。

２０２２年度の都府県の需給（見通し） （千トン）

生乳供給量 飲用等向
処理量

生クリーム等向
・チーズ向 A－B

－C

移入量
（道外移出量）D

脱脂粉乳
・バター等向

Ａ 前年比 B 前年比 C 前年比 前年比 前年比
４月 ２９１ １００．４% ２８５ ９９．４% ６ １０４．８% １ ３１ ９９．６% ３２ １０８．４%
５月 ２９７ ９９．８% ３０２ ９８．６% ５ １０１．９% －１０ ３７ １０２．１% ２７ １１９．４%
６月 ２７７ ９９．９% ３００ ９７．０% ５ １０１．５% －２７ ４３ ９０．５% １５ １３９．１%
７月 ２７２ １００．５% ２９８ １００．３% ５ １０３．５% －３１ ４８ １０４．６% １７ １１６．９%
８月 ２５９ ９７．７% ２７８ ９７．４% ５ １００．０% －２４ ４９ １０７．８% ２５ １２４．２%
９月 ２５５ ９８．５% ２９７ ９８．７% ５ １００．０% －４６ ５５ ９７．２% ９ ８３．６%
１０月 ２６８ ９９．３% ３０１ ９８．９% ５ １００．０% －３８ ４９ ９６．８% １０ ９９．５%
１１月 ２６２ ９８．９% ２７０ ９５．５% ６ １００．０% －１４ ３５ ９２．３% ２１ １４６．２%
１２月 ２７５ ９９．３% ２５９ ９４．４% ６ １００．０% １０ ３２ ９１．４% ４２ １３３．３%
１月 ２８１ ９９．９% ２６４ ９２．６% ５ １００．０% １１ ３７ １０９．３% ４９ １９８．２%
２月 ２６０ １００．０% ２５２ ９４．３% ５ １００．０% ３ ３３ ９６．３% ３６ １６４．９%
３月 ２９５ ９９．７% ２６５ ９３．６% ６ １００．０% ２４ ３２ １０３．９% ５６ １４９．５%
上期 １，６５２ ９９．５% １，７５９ ９８．６% ３１ １０２．０% －１３８ ２６３ １００．１% １２６ １１５．４%
下期 １，６４１ ９９．５% １，６１２ ９４．９% ３２ １００．０% －３ ２１８ ９８．０% ２１５ １５２．７%
年度計 ３，２９３ ９９．５% ３，３７１ ９６．８% ６３ １０１．０% －１４１ ４８２ ９９．１% ３４１ １３６．４%

牛
乳
等
生
産
量
３.１
％
減
に
下
方
修
正

Ｊ
ミ
ル
ク
２２
年
度

需
給
見
通
し

生
乳
は
４
年
連
続
で
増
産

農
水
省
、輸
入
枠
数
量
据
え
置
き

これ以上放置できない農村現場の苦境これ以上放置できない農村現場の苦境

東京大学教授 鈴木宣弘氏
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農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２１

年
度
の「
日
本
型
直
接
支
払
」

（
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
、
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
）
の
実
施
状

況
を
公
表
し
た
。

▽
環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金

農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

等
が
化
学
肥
料
・
化
学
合
成

農
薬
の
使
用
を
原
則
５
割
以

上
低
減
す
る
取
り
組
み
と
合

わ
せ
て
行
う
、
地
球
温
暖
化

防
止
や
生
物
多
様
性
（
様
々

な
生
物
の
つ
な
が
り
）
保
全

等
に
効
果
の
高
い
営
農
活
動

を
支
援
す
る
。

２１
年
度
の
実
施
市
町
村
数

は
８
４
６
、
実
施
件
数
は
３

１
４
４
、
実
施
面
積
は
８
万

１
７
４
３
㌶
（
前
年
度
比
１

・
２
％
増
）
。

実
施
面
積
を
支
援
対
象
取

組
別
に
み
る
と
、
「
地
域
特

認
取
組
※
」
が
２
万
５
５
７

４
㌶
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
堆
肥
の
施
用
」
２
万
２
８

４
㌶
、
「
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ

（
緑
肥
）
」
１
万
６
８
６
７

㌶
の
順
（
表
）
。

※
地
域
の
環
境
や
農
業
の

実
態
等
を
勘
案
し
た
上
で
、

地
域
を
限
定
し
て
支
援
の
対

象
と
す
る
取
り
組
み
｛
冬
期

た
ん
す
い

湛
水
管
理
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合

的
病
害
虫
・
雑
草
管
理
）
、

炭
の
投
入
な
ど
｝
。

作
物
区
分
別
に
み
る
と
、

水
稲
が
５
万
５
２
８
９
㌶

（
全
体
の
６８
％
）
と
最
も
多

く
、
次
い
で
麦
・
豆
類
１
万

１
３
０
２
㌶
（
１４
％
）
、
花

き
・
そ
の
他
６
９
４
１
㌶（
８

％
）
、
イ
モ
・
野
菜
類
６
２

６
９
㌶
（
８
％
）
、
果
樹
・

茶
１
９
４
３
㌶
（
２
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
る
。

▽
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
農
業
・
農
村
が
有
す
る
多

面
的
機
能
が
適
切
に
維
持
・

発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
農
業
者

等
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
団
体

が
行
う
地
域
の
共
同
活
動
を

支
援
す
る
。

①
農
地
維
持
支
払
交
付
金

農
用
地
、
水
路
、
農
道
等

の
地
域
資
源
の
基
礎
的
な
保

全
活
動
等
へ
の
支
援
。
対
象

市
町
村
数
１
４
４
７
、
対
象

組
織
数
２
万
６
２
５
８
、
認

定
農
用
地
面
積
２
３
１
万
１

０
４
０
㌶
（
前
年
度
比
０
・

９
％
増
）
。

②
資
源
向
上
支
払
交
付
金

う
ち
、
「
地
域
資
源
の
質

的
向
上
を
図
る
共
同
活
動
」

は
１
３
０
９
市
町
村
、
２
万

８
７
８
組
織
、
２
０
６
万
３

２
８
２
㌶（
１
・
０
％
増
）、

「
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め

の
活
動
」は
９
１
９
市
町
村
、

１
万
１
１
７
５
組
織
、
７６
万

４
６
６
０
㌶（
０
・
９
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

▽
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金

平
地
と
の
農
業
生
産
条
件

の
不
利
を
補
正
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
生
産
活
動
等
を

維
持
し
、
多
面
的
機
能
の
確

保
を
図
る
。
交
付
市
町
村
数

９
９
６
、
農
用
地
を
維
持
・

管
理
し
て
い
く
た
め
の
集
落

協
定
・
個
別
協
定
の
締
結
数

２
万
４
１
７
１
、
協
定
面
積

６５
万
２
５
６
２
㌶
、
交
付
面

積
５９
万
６
５
１
４
㌶
（
６
・

６
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

協
定
の
締
結
数
は
、北
海
道
、
都
府
県
と
も
に
前
年
度
を
上

回
っ
た
。

全
国
開
拓
振
興
協
会
と
全

開
連
の
役
職
員
４
名
は
９
月

２８
日
、
山
口
県
の
東
部
に
位

置
す
る
岩
国
市
周
東
町
の
安

堂
畜
産
㈱
を
訪
ね
た
。
同
社

は
グ
ル
ー
プ
会
社
で
、
牛
の

肥
育
か
ら
牛
肉
の
製
造
・
加

工
、
販
売
ま
で
を
一
貫
で
行

っ
て
い
る
。
今
回
、
安
堂
光

明
会
長
の
案
内
で
、
農
業
生

産
法
人
（
有
）
高
森
肉
牛
フ

ァ
ー
ム
（
安
堂
氏
が
代
表
取

締
役
）
を
視
察
す
る
と
と
も

に
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

配
合
飼
料
・
輸
入
粗
飼
料

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、

同
フ
ァ
ー
ム
で
は
肥
育
牛
の

粗
飼
料
と
し
て
長
年
に
わ
た

り
「
カ
ン
ナ
く
ず
」
を
給
与

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
聞

き
、
視
察
を
依
頼
し
た
。

２
０
０
０
年
に
飼
養
規
模

を
千
頭
に
倍
増
。
新
旧
１０
棟

の
肥
育
牛
舎
、
３
棟
の
堆
肥

舎
、飼
料
庫
、管
理
棟
等
の
施

設
が
あ
る
。現
在
の
頭
数
は
、

交
雑
種
（
雌
）
６
５
０
頭
、

和
牛（
主
に
雌
）１
５
０
頭
。

県
内
外
の
家
畜
市
場
で
素

牛
を
購
買
。導
入
直
後
か
ら
、

粗
飼
料
と
し
て
カ
ン
ナ
く
ず

（
プ
レ
ー
ナ
ー
：
製
材
所
で

自
動
か
ん
な
盤
か
ら
出
る
チ

ッ
プ
、
写
真
上
）
の
み
を
給

与
し
て
い
る
が
、
ト
ラ
ブ
ル

は
な
い
と
の
こ
と
。
胃
壁
に

刺
激
を
与
え
、
反
す
う
を
促

進
し
て
い
る
（
安
堂
氏
）
。

給
与
量
は
１
日
１
頭
当
た
り

１
㎏
（
５
０
０
ｇ
ず
つ
２
回

に
分
け
て
給
与
）
。
配
合
飼

料
は
全
自
動
給
餌
機
に
よ
っ

て
、
牛
房
ご
と
に
給
与
量
が

管
理
さ
れ
て
い
る
。

カ
ン
ナ
く
ず
の
給
与
は
、

父
親
が
経
営
し
て
い
た
４０
年

ほ
ど
前
か
ら
始
ま
っ
た
（
当

時
は
４
０
０
頭
規
模
）
。
粗

飼
料
を
購
入
し
て
い
た
飼
料

会
社
の
倒
産
が
契
機
と

な
っ
た
。現
在
、製
材
所

の
多
い
広
島
県
か
ら
安

価
で
購
入
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
針
葉
樹
は
刺

激
臭
が
あ
る
こ
と
や
消

化
で
き
な
い
リ
グ
ニ
ン

の
含
有
量
が
多
い
こ
と

等
に
よ
り
不
適
で
、
広
葉
樹

に
限
定
し
て
い
る
。
同
フ
ァ

ー
ム
の
他
に
給
与
し
て
い
る

牧
場
が
な
い
こ
と
か
ら
、
安

定
的
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。

飼
養
管
理
で
は
、
健
康
に

牛
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
。

脂
肪
が
多
い
と
牛
の
体
に
は

負
担
に
な
る
た
め
、
過
肥
の

素
牛
は
購
入
し
な
い
。
肥
育

に
お
い
て
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く

脂
肪
交
雑
が
入
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
余
分
な
脂
が

蓄
積
し
な
い
よ
う
、交
雑
種
、

和
牛
と
も
に
若
齢
で
出
荷
し

て
い
る
（
と
畜
は
、
同
町
の

周
東
食
肉
セ
ン
タ
ー
）
。

衛
生
管
理
の
強
化
も
重

視
。
一
群
の
頭
数
は
２
〜
４

頭
と
少
な
い
。
複
数
の
隔
離

牛
房
を
設
け
て
い
る
。
個
体

観
察
の
徹
底
に
よ
り
、
体
調

不
良
牛
の
早
期
発
見
・
治
療
、

隔
離
に
努
め
て
い
る
。
２０
年

に
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ

ッ
プ
）の
認
証
を
取
得
し
た
。

別
の
場
所
に
は
繁
殖
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
繁
殖
牛
６０
〜

７０
頭
を
飼
育
。
牛
の
運
動
を

重
視
し
、
余
裕
の
あ
る
牛
舎

構
造
に
な
っ
て
い
る
。

飼
料
価
格
の
高
騰
で
国
産

飼
料
の
生
産
拡
大
が
急
が
れ

て
い
る
。
同
フ
ァ
ー
ム
の
事

例
の
よ
う
に
、
牛
の
健
康
や

生
産
性
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
未
利
用
資
源
の
活
用
が

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

安
堂
会
長
㊧
の
案
内

で
視
察
（
堆
肥
舎
）

埼
玉
県
の
南
西
部
に
位
置

す
る
所
沢
市
は
、
都
内
ま
で

の
交
通
の
便
が
良
く
、
人
口

は
約
３４
万
人
。
中
心
部
の
所

沢
地
区
に
は
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
並
び
、
大
型
商
業

施
設
も
多
い
。
同
市
東
部
の

松
郷
（
松
井
地
区
）
、
神
郷

（
柳
瀬
地
区
）
で
は
、
戦
後

開
拓
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

「
開
拓
三
十
年
」
（
１
９

７
６
年
発
刊
）
に
よ
る
と
、

入
間
郡
所
沢
町
（
現
・
所
沢

市
）
と
同
柳
瀬
村
（
同
）
に

ま
た
が
る
民
有
林
を
開
拓
地

と
し
て
解
放
す
る
話
し
合
い

が
地
元
の
農
業
委
員
会
に
持

ち
込
ま
れ
た
の
は
、
４６
（
昭

和
２１
）
年
夏
の
こ
と

だ
っ
た
。
開
拓
に
反

対
す
る
旧
地
主
と
の

調
整
が
難
航
し
た

が
、
４７
年
１０
月
、
復

員
者
ら
の
入
植
が
承

認
さ
れ
、
開
拓
事
業

が
開
始
さ
れ
た
。

４９
年
１
月
、
地
区

あ
ず
ま
が
わ

内
を
貫
流
す
る
東
川

を
名
称
と
す
る
「
東

川
開
拓
農
業
協
同
組

合
」
が
発
足
。
同
年
、
第
１

次
入
植
者
２２
名
に
第
２
次
入

植
者
８
名
が
加
わ
り
、
組
合

員
は
３０
名
と
な
っ
た
。５０
年
、

所
沢
町
の
市
制
施
行
を
機

に
、
開
拓
地
の
所
沢
分
を
松

郷
、
柳
瀬
分
を
神
郷
と
行
政

区
域
を
分
離
し
た
。

開
墾
は
苦
労
が
続
い
た
。

水
源
が
乏
し
く
、
自
給
食
糧

の
確
保
が
困
難
だ
っ
た
。
５２

年
、
組
合
員
の
総
力
に
よ
っ

て
幹
線
道
路
が
完
成
。
５３
年

に
は
電
気
工
事
に
着
工
し
、

待
望
の
電
灯
が
導
入
さ
れ

た
。
６３
年
、
畑
地
か
ん
が
い

工
事
が
完
了
。
営
農
は
畑
作

か
ら
水
田
、
さ
ら
に
畜
産
へ

の
道
を
た
ど
っ
た
。
現
在
、

松
郷
及
び
神
郷
は
主
に
住
宅

地
と
な
っ
て
い
る
が
、
松
郷

霊
園
の
付
近
に
は
農
用
地
が

広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
霊
園
の
敷
地
内
に
記

念
碑
が
あ
る
。
７７
年
に
「
東

川
開
拓
友
の
会
」
が
建
立
し

た
も
の
で
、
碑
銘
は
「
開
拓

の
碑
」
（
写
真
）
。
碑
文
に

は
、
開
拓
者
の
苦
労
が
記
さ

れ
て
い
る
。
後
段
に
は
、「
当

初
よ
り
困
苦
に
耐
え
、
欠
乏

を
忍
ん
で
、
ひ
た
む
き
の
努

力
を
重
ね
つ
つ
、
荒
地
と
闘

い
な
が
ら
、
発
展
し
続
け
て

き
た
三
十
年
の
過
去
を
回
顧

し
て
、
誠
に
感
慨
無
量
で
あ

る
。
こ
こ
に
三
十
周
年
記
念

碑
の
建
立
に
あ
た
り
、
初
代

入
植
者
の
足
跡
を
記
す
と
と

も
に
、
子
孫
の
繁
栄
を
願
う

も
の
で
あ
る
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。

農
水
省
は
９
月
１５
日
、「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」

（
２２
年
７
月
１
日
施
行
）
の

本
格
運
用
を
開
始
し
た
。

同
法
は
、
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
の
実
現
に
向

け
た
基
本
理
念
を
定
め
る
と

と
も
に
、
環
境
負
荷
の
低
減

に
取
り
組
む
者
の
計
画
を
認

定
し
、
税
制
・
融
資
等
の
支

援
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ

る
。同

省
は
同
日
、
同
法
に
基

づ
く
国
の
基
本
方
針
及
び
制

度
の
対
象
と
な
る
事
業
活
動

を
定
め
る
農
水
大
臣
告
示
を

制
定
・
公
表
し
た
。
基
本
方

針
と
し
て
、
環
境
負
荷
軽
減

事
業
活
動
の
促
進
の
意
義
及

び
目
標
、
活
動
の
内
容
、
都

道
府
県
・
市
町
村
が
作
成
す

る
基
本
計
画
の
内
容
や
配
慮

す
べ
き
事
項
な
ど
を
示
し
て

い
る
。

ま
た
、
同
法
に
基
づ
く
基

盤
確
立
事
業
実
施
計
画
の
認

定
申
請
、
基
本
計
画
の
協
議

の
受
付
を
開
始
し
た
。

化
学
肥
料
や
化
学
農
薬
の

使
用
低
減
に
取
り
組
む
農
業

者
や
、
こ
れ
ら
に
資
す
る
生

産
資
材
の
供
給
を
行
う
事
業

者
に
は
、
同
法
の
認
定
を
受

け
た
計
画
に
従
っ
て
一
定
の

設
備
等
を
導
入
し
た
場
合
、

当
該
設
備
等
に
特
別
償
却
が

適
用
で
き
る
。
機
械
等
は
取

得
価
格
の
３２
％
、
機
械
等
と

一
体
的
に
整
備
し
た
建
物
等

は
１６
％
。
導
入
当
初
の
所
得

税
・
法
人
税
が
軽
減
さ
れ
る

（
み
ど
り
投
資
促
進
税
制
）。

「
機
械
等
と
一
体
的
に
整

備
し
た
建
物
等
」
と
は
、
家

畜
排
せ
つ
物
の
自
動
攪
拌
装

置
等
を
備
え
付
け
る
建
物
な

ど
を
指
す
。
機
械
等
の
収
納

を
行
う
倉
庫
は
対
象
外
と
な

る
。同

省
で
は
、
現
場
で
速
や

か
に
税
制
措
置
が
活
用
さ
れ

る
よ
う
、
都
道
府
県
・
市
町

村
に
よ
る
基
本
計
画
の
作
成

を
伴
走
的
に
支
援
す
る
と
と

も
に
、
機
械
・
資
材
メ
ー
カ

ー
に
対
し
て
税
制
の
活
用
促

進
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い

る
。

支援対象取組別の実施面積
単位：ha

２１年度
構成比
（％）

全
国
共
通
取
組

堆 肥 の 施 用 ２０，２８４ ２５
カバークロップ １６，８６７ ２１
リビングマルチ ２，８６６ ４
草 生 栽 培 ６６ ０．１
不 耕 起 播 種 ２６９ ０．３
長 期 中 干 し ３，３２４ ４
秋 耕 ８８４ １
有 機 農 業 １１，６１０ １４
地域特認取組 ２５，５７４ ３１

合計 ８１，７４３ １００
※地域特認取組：２１年度 ３１道府県 １１８取組

環
境
保
全
型
農
業
実
施
面
積
が
増
加

環
境
保
全
型
農
業
実
施
面
積
が
増
加

埼玉県所沢市・東川開拓

２１
年
度「
日
本
型
直
接
支
払
」実
施
状
況

「開拓の碑」

農
水
省
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
法
」本
格
運
用
を
ス
タ
ー
ト

カンナくずを粗飼料に
山口県岩国市・安堂畜産㈱
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㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

９
月
１５
日
、
「
消
費
者
動
向

調
査
（
２２
年
７
月
）
特
別
調

査
：
環
境
に
配
慮
し
た
農
産

物
・
食
品
」
の
結
果
を
公
表

し
た
。
全
国
の
２０
〜
７０
代
の

男
女
２
千
人
か
ら
回
答
を
得

た
。
農
産
物
を
買
う
時
に
農

薬
の
使
用
な
ど
を
控
え
た
も

の
か
を
気
に
す
る
人
は
全
体

の
約
４
割
で
、
購
入
に
つ
い

て
は
、
「
一
般
食
品
と
同
等

の
価
格
な
ら
購
入
」
が
５
割

と
な
っ
て
い
る
。

「
農
産
物
購
入
時
、
農
薬

や
化
学
肥
料
の
使
用
を
控
え

て
栽
培
さ
れ
た
農
産
物
か
ど

う
か
を
気
に
す
る
か
」
は
、

「
い
つ
も
」
「
あ
る
程
度
」

を
合
わ
せ
た
「
気
に
か
け
て

い
る
」が
３７
・
４
％
だ
っ
た
。

年
代
別
に
み
る
と
、
７０
代
が

５９
・
４
％
、
６０
代
が
４４
・
０

％
、
３０
代
が
３１
・
４
％
の
順

で
高
く
、
お
お
む
ね
高
年
代

で
高
い
傾
向
だ
っ
た
。

「
気
に
か
け
て
い
る
理
由
」

は
、
図
の
と
お
り
。「
食
べ
る

人
の
健
康
に
配
慮
し
て
い
る

か
ら
」な
ど
で
割
合
が
高
い
。

「
購
入
に
つ
い
て
の
考
え
」

は
「
一
般
食
品
と
同
等
の
価

格
な
ら
購
入
し
た
い
」
が
５０

・
３
％
、「
時
々
で
あ
れ
ば
少

し
割
高
で
も
購
入
し
た
い
」

が
３４
・
２
％
で
両
者
で
過
半

数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
年

代
別
に
み
る
と
、
６０
、
７０
代

は
「
時
々
で
あ
れ
ば
少
し
割

高
で
も
購
入
し
た
い
」
が
そ

れ
ぞ
れ
４４
・
３
％
、
４３
・
２

％
で
４
割
を
上
回
っ
た
。

一
方
、
２０
代
は
「
価
格
を

気
に
せ
ず
購
入
し
た
い
」
が

７
・
２
％
で
他
世
代
よ
り
も

高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

「
購
入
促
進
の
た
め
に
、

消
費
者
が
生
産
者
や
食
品
企

業
等
に
期
待
す
る
取
り
組

み
」
は
、
「
大
い
に
」
「
や

や
」
を
合
わ
せ
た
「
期
待
す

る
」
は
、
「
過
剰
な
包
装
・

サ
ー
ビ
ス
を
行
わ
な
い
」
が

７７
・
３
％
、
「
量
り
売
り
で

の
販
売
や
規
格
外
の
農
産
物

・
商
品
も
積
極
的
に
提
供
す

る
」
が
７１
・
４
％
、
「
子
供

か
ら
大
人
ま
で
消
費
行
動
が

環
境
や
経
済
に
与
え
る
影
響

を
学
べ
る
よ
う
に
す
る
」
が

６６
・
０
％
だ
っ
た
。
こ
の
他
、

「
大
い
に
期
待
す
る
」
の
割

合
で
は
、
「
環
境
に
配
慮
し

た
商
品
を
購
入
す
る
と
ポ
イ

ン
ト
が
も
ら
え
る
な
ど
の
消

費
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施
」
も
２０
・
３
％
で
３
位
と

高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

千
葉
県
佐
倉
市
の
南
西
に

位
置
す
る
、
千
葉
市
、
八
千

代
市
、
四
街
道
市
に
三
方
を

囲
ま
れ
た「
上
志
津
原
」は
、

戦
後
開
拓
さ
れ
た
地
域
で
あ

る
。
近
隣
に
位
置
す
る
志
津

図
書
館
で
今
年
７
月
に
１
ヵ

月
間
、
「
戦
後
開
拓
さ
れ
た

新
し
い
ま
ち
〜
『
上
志
津

原
』
〔
上
志
津
原
ふ
れ
あ
い

ど
お
り
〕
」
と
題
し
た
展
示

が
行
わ
れ
た
。
展
示
の
内
容

を
上
志
津
原
の
歴
史
を
含
め

て
、
紹
介
す
る
。

展
示
で
は
、
「
開
拓
の
ま

ち

上
志
津
原
」
と
い
う
、

映
像
資
料
が
放
映
さ
れ
た
。

当
時
開
拓
に
勤
し
ん
だ
開
拓

者
や
地
域
の
住
民
で
構
成
さ

れ
る
上
志
津
原
町
会
の
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
、
開
拓
者
が
当

時
の
開
拓
の
苦
労
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
伝
え
た
。
上
志
津

原
は
上
志
津
か
ら
分
離
す
る

形
で
「
上
志
津
原
」
と
い
う

地
名
が
付
い
た
地
域
で
、
旧

陸
軍
の
下
志
津
原
演
習
場
の

一
角
だ
っ
た
土
地
に
開
拓
団

が
入
植
し
た
。

軍
用
地
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
土
が
固
く
質
も
悪
く
、
開

拓
の
作
業
は
困
難
を
極
め

た
。
開
拓
者
た
ち
は
野
草
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ヘ
ビ
や

カ
エ
ル
も
食
料
に
し
、
飢
え

を
し
の
い
だ
と
い
う
。
地
域

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
続

け
た
開
拓
で
の
悲
願
の
初
収

穫
は
サ
ツ
マ
イ
モ
だ
っ
た
。

開
拓
団
の
貴
重
な
食
料
に
な

っ
た
ほ
か
、
デ
ン
プ
ン
の
原

料
と
し
て
多
く
の
人
に
求
め

ら
れ
る
な
ど
、
開
拓
が
軌
道

に
乗
る
収
入
源
と
な
っ
て
い

っ
た
。

映
像
の
資
料
と
も

な
っ
た
、
開
拓
一
世

の
長
谷
川
定
房
さ
ん

が
執
筆
し
た
「
上
志

津
原
の
生
い
立
ち
」

な
ど
を
基
に
同
町
会

が
詳
し
く
調
査
し
た

資
料
が
展
示
さ
れ

た
。
開
拓
農
家
か
ら
の
聞
き

取
り
調
査
を
基
に
上
志
津
原

在
住
の
郷
土
史
家
で
あ
る
宮

武
孝
吉
さ
ん
が
執
筆
し
た

「
歩
い
て
み
よ
う

志
津

史
跡
・
い
ま
む
か
し
」
な
ど

も
展
示
さ
れ
た（
写
真
上
）。

ま
た
、
現
在
も
上
志
津
原
に

は「
開
拓
地
」と
い
う
バ
ス
停

が
あ
り
、
戦
後
開
拓
さ
れ
た

町
で
あ
る
こ
と
に
開
拓
農
家

の
み
な
ら
ず
町
全
体
が
誇
り

を
持
っ
て
い
る（
写
真
中
）。

こ
の
他
に
も
、
開
拓
団
が

植
林
し
た
防
風
林
を
活
用

し
、
９９
年
９
月
に
佐
倉
市
が

遊
歩
道
と
し
て
整
備
し
、「
上

志
津
原
ふ
れ
あ
い
ど
お
り
」

と
名
付
け
た
通
り
の
写
真
も

展
示
さ
れ
た
（
写
真
下
）
。

同
町
会
が
中
心
と
な
り
維
持

管
理
し
て
い
る
遊
歩
道
は
、

地
元
愛
や
地
域
の
団
結
力
を

育
む
「
ふ
る
さ
と
上
志
津
原

の
象
徴
」
と
し
て
、
四
季
折

々
の
花
々
が
彩
る
小
路
と
な

っ
て
い
る
。

全
国
的
に
も
珍
し
い
、
非

常
に
詳
細
な
戦
後
開
拓
の
概

要
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信

し
続
け
る
町
会
は
戦
後
開
拓

の
先
人
の
努
力
を
誇
り
に
し

続
け
て
い
る
。

バス停
「開拓地」

農
水
省
が
９
月
２２
日
に
公

表
し
た
「
２１
年
度
野
生
鳥
獣

資
源
利
用
実
態
調
査
結
果
」

に
よ
る
と
、
ジ
ビ
エ
利
用
量

は
約
１８
％
増
加
し
、
中
で
も

シ
カ
は
食
肉
販
売
量
で
９
４

７
㌧
と
最
も
多
か
っ
た
。

食
肉
処
理
施
設
が
２１
年
度

に
処
理
し
た
解
体
頭
・
羽
数

は
１４
万
４
８
９
６
頭
・
羽
で
、

前
年
度
か
ら
７
・
９
％
増
加

し
た
。

種
類
別
に
み
る
と
、
シ
カ

が
９
万
９
０
３
３
頭
（
１５
・

４
％
増
）、ク
マ
・
ア
ナ
グ
マ

・
鳥
類
な
ど
の
「
そ
の
他
鳥

獣
」
（
以
下
、
ク
マ
・
鳥
類

な
ど
）
は
１
万
６
１
９
７
頭

・
羽
（
１８
・
６
％
増
）
、
イ

ノ
シ
シ
が
２
万
９
６
６
６
頭

（
１４
・
７
％
減
）
だ
っ
た
。

ジ
ビ
エ
利
用
量
は
２
１
２

７
㌧
で
、
前
年
度
か
ら
１７
・

５
％
増
加
し
て
い
る
。う
ち
、

食
肉
と
し
て
販
売
し
た
数
量

は
１
３
２
４
㌧
で
１１
・
７
％

増
え
た
。

種
類
別
に
み
る
と
、
シ
カ

が
９
４
７
㌧
（
２７
・
５
％

増
）
、
ク
マ
・
鳥
類
な
ど
は

２０
㌧
（
３３
・
３
％
増
）
、

イ
ノ
シ
シ
が
３
５
７
㌧

（
１６
・
４
％
減
）
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
捕
獲
し
た
野
生

鳥
獣
の
捕
ま
え
方
は
表
の

と
お
り
だ
っ
た
。

イ
ノ
シ
シ
は
、
網
・
銃

器
の
効
果
の
少
な
さ
な
ど

が
影
響
し
て
か
、
捕
獲
頭

数
・
利
用
量
と
も
に
減
少

し
て
い
る
。

加
え
て
、
環
境
省
に
よ
る

２１
年
度
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ

ノ
シ
シ
捕
獲
頭
数
速
報
値

（
２２
年
８
月
１７
日
現
在
）
に

よ
る
と
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
７２

万
５
千
頭（
７
・
４
％
増
）、

イ
ノ
シ
シ
は
５２
万
８
６
０
０

㌧（
２２
・
１
％
減
）と
、
総
じ

て
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
が
鈍
っ

て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

写真はすべて志津図書館提供

農
水
省
は
９
月
２９
日
、

１０
月
の
「
食
品
ロ
ス
削
減

月
間
」
、
１０
月
３０
日
に
つ

い
て
「
全
国
一
斉
商
慣
習

見
直
し
の
日
」
の
啓
発
活

動
を
発
表
し
た
。
食
品
ロ

ス
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組

み
に
消
費
者
庁
・
環
境
省
と

共
に
取
り
組
み
、
集
中
的
に

普
及
・
啓
発
し
て
い
く
。

取
り
組
み
は
、
①
「
食
品

ロ
ス
削
減
月
間
」
「
食
品
ロ

ス
削
減
の
日
」
の
普
及
を
目

指
す
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
配

布
②
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
を
起
用
し
て
の

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
③
１０

月
３０
日
、
「
全
国
お
い
し
い

食
べ
き
り
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
」な
ど
の
主
催
で
、

さ
い
た
ま
市
で
「
２２
年
度
食

品
ロ
ス
削
減
全
国
大
会
」
の

開
催
④
一
般
社
団
法
人
日
本

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン

協
会
と
連
携
し
、
商
品
棚
に

掲
示
す
る
啓
発
物
を
作
成

し
、
消
費
者
へ
、
す
ぐ
食
べ

る
な
ら
「
て
ま
え
ど
り
」
を

呼
び
か
け
る
―
な
ど
の
対
策

を
実
施
す
る
。

④
の
す
ぐ
食
べ
る
な
ら

「
て
ま
え
ど
り
」
は
、
東
京

・
千
葉
・
埼
玉
・
神
奈
川
・

茨
城
・
香
川
な
ど
、
多
く
の

県
が
独
自
の
啓
発
物
を
作

成
。
同
省
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
取
り
組
み
を
自
治

体
レ
ベ
ル
で
進
め
て
い
る
。

農
水
省
が
８
月
３１
日
に
公

表
し
た
「
２１
年
農
作
物
作
付

（
栽
培
）
延
べ
面
積
及
び
耕

地
利
用
率
」
に
よ
る
と
、
田

畑
計
の
作
付
（
栽
培
）
延
べ

面
積
は
前
年
並
み
で
、
耕
地

利
用
率
は
わ
ず
か
に
上
昇
し

て
い
る
。

田
畑
計
の
作
付（
栽
培
）延

べ
面
積
は
３
９
７
万
７
千
㌶

だ
っ
た
。麦
類
（
子
実
用
）
は

６
８
０
０
㌶
増
、
野
菜
な
ど

の「
そ
の
他
作
物
」（
以
下
、

野
菜
な
ど
）
は
３
万
４
千
㌶

増
だ
っ
た
一
方
、水
稲（
子
実

用
）
が
５
万
９
千
㌶
減
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。
耕
地
利
用

率
は
９１
・
４
％
で
、
前
年
か

ら
０
・
１
㌽
上
昇
し
て
い
る
。

田
の
作
付
（
栽
培
）
延
べ

面
積
は
２
２
０
万
㌶
で
、
前

年
並
み
だ
っ
た
。
麦
類
（
子

実
用
）
が
４
千
㌶
、
野
菜
な

ど
は
４
万
３
６
０
０
㌶
増

え
、
そ
ば
（
乾
燥
子
実
）
は

４
０
０
㌶
減
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
耕
地
利
用
率
は
９３
・

０
％
で
、
前
年
か
ら
０
・
１

㌽
上
昇
し
た
。

畑
の
作
付
（
栽
培
）
延
べ

面
積
は
１
７
７
万
７
千
㌶

で
、
前
年
並
み
だ
っ
た
。
麦

類
（
子
実
用
）
が
２
８
０
０

㌶
増
え
た
一
方
、
野
菜
な
ど

が
１
万
㌶
減
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
耕
地
利
用
率
は
前
年

か
ら
０
・
２
㌽
上
昇
し
、
８９

・
６
％
と
な
っ
た
。

鳥獣種別の捕獲方法別解体頭・羽数
解体頭・羽数

銃器
頭・羽

４４，３０１
４，８０６
３８，４９１
１，００４

わな
頭・羽

８５，７２９
２４，４３３
５８，８２２
２，４７４

網
頭・羽

１４，８６６
４２７

１，７２０
１２，７１９

計
頭・羽

１４４，８９６
２９，６６６
９９，０３３
１６，１９７

区分

計
イノシシ
シカ

その他鳥獣

田
畑
計
耕
地
利
用
率
０.１
ポ
イ
ン
ト

上
昇

農
産
物
、農
薬「
気
に
か
け
る
」約
４
割

日本公庫

２１
年
麦
類
・
野
菜
な
ど
増
加
で

「
一
般
食
品
と
価
格
同
等
な
ら
購
入
」５
割

野
生
鳥
獣
ジ
ビ
エ
利
用
１８
％
増

２１年度

シ
カ
９
４
７
㌧
で
販
売
量
ト
ッ
プ

１０月は食品
ロス削減月間
「てまえどり」
で廃棄防止を

志
津
図
書
館（
千
葉
県

佐
倉
市
）で
展
示
開
催

上志津原ふれあい
どおりの様子

戦
後
開
拓
さ
れ
た
新
し
い
ま
ち『
上
志
津
原
』

志津図書館での展示の様子
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秋季は野生鳥獣による農作物被害が
多く発生する時期である。２０年度の農
作物被害額は１６１億円で、うち３割近く
がイノシシによるものとなっている。
その対策の重要な点を確認したい。
エサ場を作らない
収穫しない野菜・間引いた株などの
収穫残さ等を農地に放置せず、埋設な
どで適切に処理する。収穫しないで地
面に落下した果実はこまめに回収す
る。放任果樹は地域で合意の上、伐採
を検討する。農家や集落だけで収穫で

きない果樹は、ボランティアを活用し、
剪定・収穫する方法がある。収穫物を
ボランティアに持ち帰ってもらうこと
で、農家や地域だけでは消費しきれな
い収穫物の有効利用もできる。
被害を受けた農作物もそのまま放置
せず、埋設などの処理をする。また、
生ごみやくず野菜などをたい肥代わり
に農地に放置するのは避け、コンポス
トなどを利用し、たい肥化する。
隠れ場所を作らない
耕作放棄地は隠れ場所になったり、

田畑への侵入口になるため、草払いな
どを行い見通しの良い環境を維持す

す み か

る。見通しの良い場所は住処になりに
くい。耕作地周辺のヤブ払いを集落全
体で取り組み、野生動物が侵入しにく
い環境を作りだす。
防護柵設置のポイント
侵入はほとんどが潜り込みを原因と
するため、地際にすき間を作らないよ
うに心がける。柵は定期的に点検や除
草等の管理を行う。突破されてもあき
らめずに補修や補強を行う。
電気柵を設置する場合、皮膚が剛毛
のため確実に鼻にあたるように柵線を
設置する。高さは２０・４０cmを保ち、地
形の凹凸に合わせて支柱を追加する。
が い し

碍子（電線を支えるための器具）は外

側に向け支柱と柵線は接触しないよう
にする。
ワイヤーメッシュ柵の場合、効果や
設置のしやすさ、設置後の管理などの
検討をしてから設置する。線径は５
mm以上、目合いは１０cm以下とし、横
筋をほ場側にして設置する。結束線は
腐食に強いステンレス製を選び、固定
する位置は地際から１０・４０・７０cmの３
ヵ所を基本とする。地際を掘り返され
ないよう地形の凹凸に合わせてすき間
なく張る。
地際部の補強には、ワイヤーメッシ
ュに角材などを当てて直角に曲げたも
のを固定すると効果的。上部を折り曲
げ忍び返しをつけると飛び込み対策に
なる。

タマネギ栽培では、生育期間中に水
分が不足すると小玉になりやすく、極
端な高温・乾燥条件が続く場合には収
量低下を招く恐れがある。
そこで、福島県農業総合センター作
物園芸部野菜科は、秋まきタマネギ栽
培においてりん茎肥大期～倒伏期にか
ん水すると収量が向上することを試験
により明らかにした。
方法
試験は１９年と２０年に同センター内の
ほ場（郡山市、標高２１８ｍ）で行った。
畝幅１２０cm、株間１０cm、条間２０cm、通
路幅９０cmとし、１０月下旬に４条植え

で定植した。２０年の試験では、かん水
量の違いによる収量の差を調べた。供
試品種はもみじ３号を用いた。
結果
土壌が乾燥した場合、常にかん水す
ることで、天水のみの場合と比べて収
量が増加した。特にかん水の効果が高

い時期は、りん茎が肥大し始める頃（１２
葉出葉以降～倒伏まで）で、この時期
だけかん水した場合でも大玉率が向上
し、天水のみの場合と比べて収量は１
ｔ／１０ａ以上増加した（図）。
同センターは、常時かん水の場合が
最も多く収穫できる結果となったが、
多大な労力がかかることから、作業に
かかる労力を考慮すると、りん茎肥大
期～倒伏期まで（同県では５月中旬～
６月上旬頃）にかん水を行うのが効率
的であるとしている。また、かん水量
の違いによる試験結果から、１回当た
り１２～２４ℓ／㎡程度のかん水量で収量

の向上が期待される（表）。
同センターはこの技術を取り入れる
場合の留意点として、水源が近くにあ
ること、散水チューブを用いるため水
質によっては目づまり防止フィルター
が必要なこと、エンジンポンプが必要
であることを挙げている。また、気象
条件など同様の環境であれば他県でも
この技術を適用することが可能として
いる。
なお、この試験は「農林水産省・食
料生産地域再生のための先端技術展開
事業（JPJ０００４１８）」により実施された
ものである。

高温乾燥の条件下で多発しやすいハ
ダニは、増殖が早く、化学合成農薬に
対し薬剤抵抗性を発達させやすいた
め、防除効果の補完を目的とした農薬
の追加散布が常態化している。新規薬
剤も、開発スピードが薬剤抵抗性の発
達に間に合わなくなることが懸念され
ており、持続性や労力軽減の観点から
新しい防除技術が求められてきた。
そこで、農研機構を代表とするグル
ープは、果樹園に自然に生息する土着
カブリダニと製剤化されたカブリダニ
を活用し、殺ダニ剤への依存を大幅に
減らした新しいハダニ防除体系「〈Ｗ
（ダブル）天〉防除体系」を確立した。
この体系を現場に導入するための標
準作業手順書（以下、SOP）として、
これまでに「基礎・資料編」「リンゴ
編」「ナシ編」の３編を作成、公開し
てきた。今回、新たに「施設編」とし
てハウスブドウ・ミカン栽培を対象と

した SOPを作成、９月１４日に公開し
た。
今回の SOPは、ハダニの増殖が顕

著で薬剤抵抗性が深刻な施設栽培向け
に、〈Ｗ天〉防除体系を実際に導入す
るうえでの手順や留意点をまとめたも
のである。
果樹の施設栽培は多様であり、天敵
利用技術は樹種や栽培方法、園地の環
境により大きく変わる。そのため、安
定した防除効果を得るためにそれぞれ
の地域や環境に適応した体系の調整・
アレンジが必要であり、その一助とな
るよう、SOPは基礎から応用にわたっ
て必要な情報を提供している。
施設編のⅠ章では、〈Ｗ天〉防除体
系の基本構造や導入における留意点に
ついて解説。Ⅱ章ではブドウ栽培、Ⅲ
章ではミカン栽培で、それぞれに対応
した〈Ｗ天〉防除体系の構築から個別
技術の導入や実践までのノウハウを解
説し、モデル体系や導入事例を紹介。
Ⅳ章には、カブリダニに対する各種殺
虫剤・殺ダニ剤、殺菌剤の影響を網羅
したリストが掲載されている。

土壌伝染性病害は防除が難しく、
多大な経済的被害を招くことが知ら
れている。土壌消毒剤の使用を低減
しつつ効率的に土壌病害を管理
するためには、ほ場単位で栽培
前に土壌病害の発生しやすさを
診断し、対策を講じる「ヘソデ
ィム」が有効とされている。
そこで、農研機構と共同研究
機関は、野菜生産で問題となる
１０種の土壌病害を対象に、ほ場
ごとの発生しやすさをＡＩ（人
工知能）で診断できるアプリ「Ｈ
ｅＳｏ＋（ヘソプラス）」を開
発、製品化した。
このアプリは、被害が問題と
なっている主要な土壌病害であ
るアブラナ科野菜根こぶ病、ネ
ギ黒腐菌核病などを対象に、Ａ
Ｉがほ場の発病ポテンシャルレベル
を診断し、結果に応じた対策法など
が提示されるように設計されてい

る。
発病ポテンシャルを診断するＡＩ

は、栽培地域・方法が異なる多くのほ
場から収集されたデータを基に開
発されている。対象病害ごとの正
確度（対策を行い、防除が成功し
た割合）を実証試験で検証した結
果、７３．６～８６．５％の範囲となり、実
用可能な水準であることが確認さ
れている。
診断は、アプリ内マップ上で対
象のほ場を選択し、提示された項
目の情報を入力することから始ま
る。ＡＩが発病ポテンシャルを診
断し、マップ上でポテンシャルレ
ベルを色別に３段階で表示する。
診断結果に応じて利用者の目的に
適した推奨する対策技術も提示さ
れるようになっている。
同アプリは既に販売が開始されてお
り、一般的な利用であれば年間利用料
は６０００円（税別）となっている。

地形の凹凸に合わせ柵すき間なく地形の凹凸に合わせ柵すき間なく
イノシシの秋季出没に注意

りん茎肥大期・倒伏期にかん水
秋まきタマネギ収量向上

ダブル天敵標準
作業手順書公開

農研
機構
施設ブドウ・ミカンが対象
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全国酪農青年女性会議と全酪連は、
７月１４～１５日、ホテルイースト２１東京
（江東区）で「第５０回 全国酪農青年女
性 酪農発表大会」を開催。２人の戦後
開拓農家が発表した。
今月号では、そのうちの１人、関東

ゆ う た

甲信越地区代表・小澤雄太さん（３５歳）
の発表「更なるＳＴＥＰ ＵＰを～常に
チャレンジ精神」を紹介する。
～牧場の歴史～
雄太さんが代表を務める「株式会社
小沢牧場」は、長野県中部に位置する

みなみ み の わ

上伊那郡南箕輪村にある。中央アルプ
スなどの名峰を望み、標高は８００ｍ。雄

むね ゆき

太さんの祖父・宗幸さん、祖母・かほ
るさんが、１９４６（昭和２１）年ごろに戦
後開拓地「大芝地区」に入植したのが

始まり。営林署に寝泊まりしながら開
拓に励み、５２年に１頭の乳牛を導入。
主に養蚕、タバコ、加工トマトなどを
栽培。７３年に牛舎を建て、酪農専業へ
と転換した。
雄太さんが就農したのは１５年４月。
故郷の食品会社で業務に励んでいた

と し お

が、父・敏雄さん（６４歳）の体調や自
分自身の心境の変化などから、心機一
転、後継者として酪農家になった。
現在は、雄太さん、敏雄さん、母・

ゆ み

由美さん（６０歳）の家族と従業員１人、
アルバイト２人の計６人で、常時３人
体制の交代制で営農している。
～牧場の特長と今後の目標～
現在は、１６年４月に稼働した新牛舎
で、経産牛７４頭・育成牛４７頭を飼養し

ている。㈱小沢牧場の特長は、
粗飼料と配合飼料を自動で積
み込み・給餌できる自動給餌
装置、ミルカー運搬の負担を
軽くするロボットを導入して
いること。精密飼養管理ソフ
トを使ってミルカーとフィー
ダーを連携し、綿密に飼養管
理を行っている。
飼料は、自給粗飼料を最も重視して
いる。近隣の農家から借りている草地
と合わせて約２６ha で作付けを行って
いる。面積は就農当時から３割増えて
おり、今年度は新たに６ha 増える予
定。量だけでなく、品質にもこだわり、
毎年８月に行われる県の自給飼料共励
会に必ず出品している。
乳質改善セミナーで学んだ知識を牧
場メンバー全員で共有し、体細胞数を
１０万前後に抑えることに成功してい
る。また、消防団活動や大芝地区の祭
りにも積極的に取り組み、地域と共生

することを大切にして
いるという。
雄太さんの今後の目
標は、分娩間隔３８０日を
目指すことや、全体の
乳量をアップさせること、自給粗飼料
の収量アップと品質の向上を図るこ
と。牛を長く健康に飼い、輸入乾牧草
に頼らない酪農を徹底していきたい考
えだ。
祖父母の代から受け継いだ牧場をさ
らに良くしながら守るため、雄太さん
は日々工夫を凝らしている。

コロナ禍や世界情勢の混乱が、酪農
経営に深刻な影響をもたらしている。
（一社）中央酪農会議（略称「中酪」）
は９月２２日、「酪農経営の早期改善に
向けて～外的要因に影響を受ける酪農
をめぐる情勢」を発表。酪農家が直面
している危機を改めて分析した。
〇コロナ禍、ウクライナ侵攻、円安
の打撃止まらず
日本酪農の危機的状況を「コロナ禍
での需要減少」「飼料価格の急激な上
昇」など４項目に分けて分析している。
生乳生産量の回復途上にあったタイミ

ングで襲いかかったコロナ禍による打
撃は現在も続いている。「プラスワン
プロジェクト」などにより処理不可能
乳の発生は防ぐことができたが、円安
が９月に入って１４０円台にまで進行。
輸入飼料・資材の価格が為替の影響
で急騰している。コロナ禍での船の運
行への影響やコンテナ不足など海運状
況の混乱から、配合飼料・粗飼料とも
急騰。粗飼料価格は、ロシアによるウ
クライナ侵攻と円安のダブルパンチ
で、２２年度の予測値（８月時点）は前
年比３３．１％増とさらなる上昇が見込ま

れる。
〇酪農の多面的価値を
さらに増進、後継者の働
きやすい環境整備を
耕作放棄地を草地にす
るなどの取り組みが、傾
斜地などの効率的に利用
することが困難な土地の活用を進め、
資源循環や国土保全・景観形成につな
がる。取り組みがより推進されていく
ことで、図のような循環型の酪農を実
現し、酪農を持続可能な産業として盤
石にすることが望まれる。
また、畜産・酪農経営の約６割は、

４５歳未満の担い手を確保している。後
継者となる若年層が働きやすい環境を
作れるよう、就農を支援し、農業生産
基盤を確保することが重要となる。
（公財）日本農業研究所の矢坂雅充
研究員はインタビューで、輸入飼料に
依存する体制は為替や世界的な穀物相
場の影響を大きく受けやすいと指摘。

食料は安全保障と直結するため、世界
は牛乳・乳製品をほぼ自国内で消費し
ており、輸出に回る量は多くない。輸
入に頼ってまかなうという想定は現実
的でなく、自然環境を守ることなど、
酪農を営むことの様々な価値を消費者
に訴えかけていくことが重要とした。
また、需要が伸びていても輸入品に
市場を取られているチーズに着目する
ことが重要と指摘。中長期的にはバタ
ー・脱脂粉乳にチーズを加えた乳製品
市場を核に、過剰とひっ迫に耐えられ
る生乳需給調整システムを構築するこ
と、長期ビジョンを持った農業政策が
重要だと訴えかけた。

農水省は９月２８日、「２２年度越境性
動物疾病防疫対策強化推進会議」を省
内で開催した。冒頭、野村農水大臣は、
現在欧州でアフリカ豚熱が流行してい
ることを共有し、日本国内の養豚農家
では豚熱ワクチンを接種していても感
染している状況の深刻さを伝えた。「ワ
クチンを打っていても、日々の飼養衛
生管理をくれぐれも徹底してほしい」
と強く訴えかけた。
□人間が持ち込まない
豚熱発生農場で、飼料や衣服・長靴、
一輪車などの車両により人間が外部か
らウイルスを持ち込んでいることがサ
ンプリング調査で分かった。消毒・交
換・洗浄などの防疫対策を常に徹底し、
人間が持ち込むことを防止する。

□野生動物を入れない
ネズミのふんなどからも検出されて
いるが、同省の調査で、豚舎内を堂々
と歩く野良ネコが確認されている。壁
がなかったり、ネットが十分に設置さ
れず、侵入されるすき間がたくさんあ
る豚舎が依然多いことから、設置を強
く呼びかけている。
また、外から入って来るカラスなど
の野生鳥獣は、すべてウイルスを持っ
てきていると認識して厳しく対処する
ことが重要。特に、草刈りや整理整と
ん、ネットや屋根などの破損部位の修
繕などを重点に、対策を徹底すること
が呼びかけられた。

５年に一度の第１２回全国和牛能
力共進会が、鹿児島県において今
月上旬に開催されました。
養豚においても昭和の頃は生体
を集めた全国共進会が開催されて
いました。１９８０（昭和５５）年の第
９回大会に群馬県から出品され、
内閣総理大臣賞を受賞した大ヨー
クシャーが素晴らしく、芸術品の
ようだったことが思い出されま
す。

この大会は８４年の第１０回大会以
降、豚オーエスキー病等の伝染病
が国内で発生したことを受け、生
体の共進会は残念ながら行われな
くなりました。
立秋を過ぎ、日が短くなり、朝
晩は急に涼しくなり、肌寒さを感
じる陽気となりました。豚舎内の
温度の日較差を少なくするととも
に、湿度の低下する季節となりま
すので、湿度管理も適切に行い、
子・肉豚の呼吸器疾患を抑えたい
ものです。本格的な寒さが来る前
に、防寒対策の準備を進めておき
たいものです。

（全開連参事 臼井靖彦）

写真は上下とも全酪連の資料から

小澤さ
ん（長

野）精密飼養管理ソフトを活用
全国酪農青年女性 酪農発表大会

中酪「後継者働きやすい環境を」
酪農経営の早期改善に向けて

衛生管理徹底で
豚熱な

ど侵入回避を
２２年度越境性動物
疾病防疫対策会議
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牛は一般的に寒さに強いと言われて
いるが、成牛に比べ子牛は体脂肪が少
なく、体重当たりの表面積が大きいた
め寒さに弱い。子牛が寒冷によるスト
レスを受けるとエネルギー不足に陥
り、その後の成長にも大きく影響する
ため管理の徹底が必要となる。
哺育休息場所では、すき間風が子牛
に当たらないように、コンパネやシー
トなどを張ってすき間を塞ぐ。また、
冬場のコンクリート床は冷たいので、
ゴムマットを敷いたりベッドを設置す
ることで、寒さやケガを防ぐ。休息場
所の敷料を厚めに敷き、こまめに交換
することで水や尿による濡れを防ぐの
も重要。上に稲わらを敷くことで尿に

よる濡れを防ぎ、子牛のお腹の冷えを
回避する方法も有効。フリース素材の
子牛専用ジャケットやネックウォーマ
ーを着せて体温を維持するのも効果的
だ。
また、冬場は肺炎に注意する必要が
ある。保温のため牛舎を密閉するとア
ンモニアがこもり湿度が高くなる。こ
のような環境では、病原体が増殖し、
肺炎や下痢の発生につながりやすい。
牛舎に入った際に目がチカチカする場
合、日中に入り口や窓を開放したり、
換気扇で換気を行う。
寒冷時は、特に出生から３週齢まで
の子牛でエネルギー要求量が増加す
る。代用乳は脂肪含量の高いものを給

与し、濃度を指標の範囲で濃くするほ
か、給与回数を増やすことでエネルギ
ーを確保する。また、代用乳給与時の
温度が３９～４０℃となるようにお湯の温
度をやや高めにする。
飼料を食い込ませるには、清潔で適

温の水を飲ませることが重要。水飲み
バケツの場合、この時期は哺乳後２０～
３０分ほどでぬるま湯を与える。群飼育
では、ヒータを使用するなどして水槽
の凍結防止を工夫し、点検や掃除をこ
まめに行う。

穀物価格の上昇等で配合飼料の価格
が高騰しており、畜産経営は厳しい状
況が続いている。肉用牛では、肥育期
間の短縮を考えたいが、市場における
評価は低くなる傾向にある。
そこで、（独）家畜改良センター（福
島県西郷村）は１８年～２０年に試験を実
施し、肥育期間の差が枝肉格付や肉質
等に与える影響を調査した。
方法
センター本所芝原分場内（同村）の
肥育牛舎で、生後１２ヵ月齢の黒毛和種
去勢牛２４頭を供試した。
肥育期間を一般的な２９ヵ月齢までと
した「２９ヵ月区（以下、慣行区）」に
１０頭、３ヵ月短縮する「２６ヵ月区（以
下、短期区）」に１４頭と２つの試験区
を設け、１８年２月～２０年３月にかけて

試験を実施した。短期区が４頭多く供
試されているのは、データをより多く
とる目的があったため。
短期区は「黒毛和種正常発育曲線」
（全国和牛登録協会）の上限値に合わ
せ、慣行区は２９ヵ月齢での目標体重を
７６０㎏に設定し、それぞれ月齢に応じた
養分要求量をベースとして作成した配
合飼料給与メニューに基づき肥育管理
を行った。両試験区とも、市販の配合
飼料と粗飼料（稲わら）を分離給与し
た。配合飼料は個々の牛の状態を見な
がら１日当たり最大１２㎏までの制限給
餌を行い、稲わらと飲水は自由摂取と
した。２１ヵ月齢以降の牛には、毎朝１
回ビタミンＡ（以下、VA）飼料を添加
して血中ＶＡ濃度低下を阻止するよう
努めた。BMS（牛脂肪交雑基準）No.

向上を目的とした過度な VA 制限は
両試験区で実施しなかった。
結果
枝肉格付の結果は表１、２のように
なった。歩留等級はすべての試験牛で
Ａとなった。肉質等級のうち脂肪交雑
等級は、短期区で４．１±０．５、慣行区で
４．４±０．５となり、慣行区でやや高い値
となったが、統計的な有意差は認めら
れなかった（表２）。有意差はBMSNo.
でのみ認められ、慣行区が短期区より
も１．２程度値が大きかった。慣行区で肉
質等級の平均値がやや高くなっている
が、同センターは同区における
BMSNo.の結果を反映しているもの
だと考察している。
肥育期間が短いと BMSNo.が有意

に低くなるという結果となった。しか
し、肉質等級の平均値は両区とも４等
級であり、有意差は認められなかった。
さらに、これまで肥育期間が短い牛肉
で最も心配された「きめ・しまり」につ
いても、両区間で有意差は認められな
かった。以上により同センターは、３ヵ
月の肥育期間の差は枝肉格付に大きな
違いをもたらさず、牛舎回転率も考慮
すると増収が期待できるとしている。
留意点として、増給のペースが短期
区では特に早いため、対応できず食滞
を起こす個体も発生したことを挙げて
いる。その場合は注意深く観察し、無
理をせず給与量を下げることで対応し
たと説明している。

農水省は９月２９～３０日、「第６３回全
国家畜保健衛生業績発表会」を開催し
た。その中で、岡山県井笠家畜保健衛
生所（矢掛町）の「外国人技能実習生
の飼養衛生管理基準遵守意識向上に向
けた取組」と題する発表とその取り組
みを紹介する。
現在生産者の高齢化や廃業が進んで
おり、人手不足を補うため、国籍を問
わず、外国人技能実習生の活躍が望ま
れている。一方で農場が遵守すべき飼
養衛生管理基準については厳格化が進
んでおり、外国人従業員も理解できる
ような飼養衛生管理マニュアルの作成

など、さまざまな国籍に対応できる指
導方法の確立が求められている。
そこで同家保では、外国人技能実習
生とのコミュニケーションツールとし
て、AI（人工知能）通訳機を導入した。
この通訳機は世界６２言語に対応してお
り、音声による双方向の翻訳が可能で、
畜産分野における専門性の高い言語に
も広く対応している。音声翻訳を使っ
た際、日本語の認識結果と外国語の翻
訳結果が画面に表示され、文章化され
た翻訳履歴はクラウド上に保存され、
パソコンでのテキスト編集が可能とな
る。
この特長を利用し、音声翻訳を活用
した意見交換や、出身国に合わせた外
国語版資料を提供することにより、飼

養衛生管理基準の理解度が深まり遵
守意識の向上を図ることができた。
この取り組みは各農家でも導入で
きるものである。同家保は、農家自
身がそれぞれで導入し、外国人技能
実習生と活発にコミュニケーション
を図ってほしいとしている。この通
訳機は１万円～３万５千円ほどで買
い求めることができる。

寒さ対策として、子牛のベッドの
作り方を岐阜県の資料から紹介す
る。
このベッドは保温性が高いほか、

お尻が枠から少し出る大きさのため、
ベッド内のふん尿の汚れを抑えること
ができる。また、敷料はベッド以外に
は薄く敷けば良いため大幅な節約にも
つながる。
主に群飼を対象に、１頭に１つのベ

ッドを想定しており、
黒毛和種であれば最大
３ヵ月齢ぐらいまで利
用が可能。上下にヒー
ターを設置し、体を温
めることで下痢対策に
もつながるため、対策
として取り入れたい。

※井笠家畜保健衛生所の資料から

農畜産業振興機構は１０月１２日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２２年８月分、概算払い）
を公表した。乳用種・交雑種で標準的
販売価格が標準的生産費を下回ったた
め、引き続き交付が行われる。肉専用
種は３５都道県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が４万３３２０．８円（前月は３万４３８０．２
円、概算払い）、交雑種は４万１７５５．７
円（同２万９９１０．８円、同）。
前月分と比較すると、販売価格は交
雑種で低下し、乳用種は横ばい。飼料
費は両種で増加したため、交付金はど
ちらも増額となった。

表１ 枝肉格付（歩留等級関連）
試験区 ｎ 枝肉重量 胸最長筋面積 ばらの厚さ 皮下脂肪の厚さ 歩留基準値
２６ヵ月区 １４ ５０９.８±３４.３ ５９.４±８.３ ８.３±０.５ ２.７±０.６ ７３.８±１.１
２９ヵ月区 １０ ５１５.７±２６.８ ６２.２±６.６ ８.３±０.６ ２.６±０.５ ７４.２±１.１

表２ 枝肉格付（肉質等級関連）
試験区 ｎ BMSNo. 脂肪交雑等級 BCS.No 光沢 きめ しまり BFSNo. 光沢と質
２６ヵ月区 １４ ６.１±１.４ｄ ４.１±０.５ ３.７±０.５ ４.３±０.５ ４.４±０.５ ４.４±０.５ ２.９±０.４ ５.０±０
２９ヵ月区 １０ ７.３±１.４ｃ ４.４±０.５ ３.９±０.３ ４.４±０.５ ４.５±０.５ ４.５±０.５ ３.０±０ ５.０±０
※異符号間に有意差あり（ｃ-ｄ；５％水準） （表１・２ともに家畜改良センターの資料から）

子牛のベッド作成厚めの敷料、ジャケットで体温維持
子牛の飼料給与に工夫を

★ホルスタイン用は一辺を８０㎝にして製作する。
※飛騨家畜保健衛生所の資料から

枝肉成績BMS No．以外は同等
黒毛和種肥育３ヵ月短縮

乳用・交雑種で連続発動
外国人技能実習生に通訳機で指導 牛マルキン８月分
全国家畜保健衛生業績発表会
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

年末の牛肉最需
要期に向けて、
荷動きが活発化

９月は大型台風が上陸するなど天候
に恵まれなかった。そのため、外食・
行楽需要のみならず、小売りの需要も
鈍かった。各品種の枝肉相場は、後半
には徐々に値を伸ばし、月平均価格は
前月を上回った。
【乳去勢】９月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は９６７円（前年同月比９７％）
となり、前月に比べ９２円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１０月の乳用種の全国出荷頭数は２
万９６００頭（１０３％）で引き続き前年同月
を上回ると見込んでいる。
【Ｆ１去勢】９月の東京市場の交雑種

（Ｆ₁）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ
３が１５１７円（前年同月比１０２％）、Ｂ２
は１３１６円（１０１％）となった。前月に比
べ、それぞれ２４円、２３円上げた。
同機構は１０月の交雑種の全国出荷頭
数を２万２６００頭（１１３％）と、引き続き
前年同月をかなり大きく上回ると予測
している。
【和去勢】９月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２３００
円（前年同月比１００％）､Ａ３は２０４０円
（９９％）となった。前月に比べ、それ
ぞれ１２２円、４９円上げた。
同機構は１０月の和牛の全国出荷頭数
を３万９９００頭（９８％）と減少に転じる
と見込んでいる。牛全体の出荷頭数は

９万３６００頭（１０３％）で引き続き前年同
月を上回ると予測している。
【輸入量】同機構は１０月の輸入量を
総量で４万５８００ｔ（８３％）と予測。内
訳は冷蔵品１万６９００ｔ（８３％）、冷凍

品２万８９００ｔ（８３％）。冷
蔵品は、需要の減退や為替
相場の影響等から、前年同
月を大幅に下回ると予測。
冷凍品は、前年同月の豪州
産の輸入量が多かったこと
等から、前年同月を大幅に
下回ると予測。７月からの
３ヵ月平均では、より安価
な冷凍品の輸入量は、前年
同期をわずかに上回ると見
込んでいる。
１０月から再び、食品の値
上げが相次いでいる。消費

者の節約志向が一層高まり、牛肉の購
入頻度は弱まることが予想される。一
方、政府の「全国旅行支援」が始まり、
観光需要の回復が期待される。また、
年末の最需要期に向けて、徐々に荷動
きが活発化する。枝肉共進会・共励会
の開催が増えてくることもあり、相場
は強含みの展開になることが予想され
る。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が９５０～
１０００円、Ｆ₁去勢Ｂ３が１４５０～１５５０円、
Ｂ２は１２５０～１３５０円、和牛去勢Ａ４が
２２５０～２３５０円、Ａ３は２１００～２２００円で
の相場展開か。

出荷頭数増も、
相場は小幅な下
げにとどまるか

９月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６４４円（前年同月比
１０７％）、中物は６３４円（１１１％）となっ
た。前月に比べ、上物は同単価、中物
は９円上げた。残暑の影響で全国的に
出荷頭数が増えず、高値を維持した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、１０月は１４５万２千頭（前年同月比
１０２％、平年比１００％）、１１月は１４６万１
千頭（９７％、１００％）と平年並みで推移
する見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１０月の輸入量は総量で７万８千ｔ
（前年同月比１００％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万１６００ｔ（９４％）、冷凍品４

万６４００ｔ（１０５％）。冷蔵品は、北米に
おける現地価格の高騰や為替相場の変
動等が続いていることから、前年同月
をやや下回ると予測。冷凍品は、前年
よりも北米などからの輸入量の増加が
見込まれること等から、前年同月をや
や上回ると予測している。
季節的に肉豚の増体が進み、出荷頭
数が増えることから、例年、相場が下
がる。一方、冷蔵品の輸入量は円安等
の影響で減少傾向が続く見通し。消費
は、気温の低下に伴い鍋物需要が強ま
ることが予想される。国産品の引き合
いは底堅く、相場は小幅な下げにとど
まるとみられる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６００～６３０円、
中物は５７０～５９０円での相場展開か。

乳牛もちあい、
和牛は導入控え
で弱もちあいか

【スモール】９月の全国２３市場の１
頭当たり税込み平均取引価格（農畜産
業振興機構調べ、月末の取引結果を除
く暫定値）は、乳雄が１万５１４２円（前
年同月比１７％）、Ｆ₁（雄・雌含む）は
８万８７９３円（４９％）だった。前月に比
べ、それぞれ１万６２９５円、１万１７０７円下
げた。乳雄は北海道、都府県ともに続
落となった。
飼料等の生産資材価格の高騰が長期
化していることから、スモール価格は
弱もちあいか。
【乳素牛】９月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が

１３万６８００円（前年同月比５５％）、Ｆ₁去
勢は３４万５１７３円（９３％）だった。前月に
比べ、乳去勢は３４０８円下げ、Ｆ₁去勢は
１万８８０１円上げた。Ｆ₁去勢は北海道で
値を戻した。
両品種の枝肉相場は概ね堅調だが、
飼料価格の高騰等から、素牛価格はも
ちあいか。
【和子牛】９月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６５万２１９５円（前年同月比８６％）となっ
た。前月に比べ２万１７５８円下げた。４
月から６ヵ月連続で前月価格を下回っ
た。
和牛の枝肉相場は軟調に推移してい
る。肥育農家が導入を控える動きが続
くことが予想され、子牛価格は弱もち
あいで推移か。

農水省は、６月に措置した「優良
肉用子牛生産推進緊急対策事業」（農
畜産業振興機構事業１０２億円）の運用
見直し・拡充を行った。
同事業は、今年１２月までの臨時・
緊急の措置。肉用子牛の品種区分ご
との全国平均価格（月別、税込み価
格）がそれぞれに設定している発動
基準（Ａ、Ｂの２段階）を下回った
場合、販売頭数１頭当たり１万円ま
たは３万円の奨励金が交付される。
年内に経営改善のための取り組みメ
ニュー｛経営分析（経営管理研修会
への参加等）、飼料効率の改善（飼
料分析を踏まえた給与設計等）―な
ど８つ｝のうち３つ以上行うことが
要件。
黒毛和種は、ブロック別の販売価
格の差が大きい。このため、運用の
見直しを行い、黒毛和種については
全国平均価格ではなく、ブロック別

（北海道、東北、本州関東以西・四国、
九州・沖縄の４ブロック）の平均価格
で発動を判断することとした。
また、「和子牛産地強化計画」を作
成した地域において、産地強化に資す
る前向きな取り組みメニューのうち１
つ以上行う生産者には、前記の奨励金
が発動する際、１頭当たり１万円を加
えて交付することとした。取り組みメ
ニューは、発情発見機・分娩監視装置
の活用（機器の購入、リース）、疾病
防止のための適切なワクチン接種（母
牛、子牛のワクチン接種）―など６つ。
同機構は１０月７日、同事業の２２年９
月分の全国平均価格を公表した。乳用
種は、前月に続き全国平均価格が発動
基準Ｂを下回ったため、１頭当たり３
万円の奨励金が交付される。黒毛和種
は、九州・沖縄で発動基準Ａを下回っ
たため、同１万円の奨励金が交付され
る。

９月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６８９ ７２４ ３１２ ３１１ １２１，３３５ １３０，２２５ ３８９ ４１９
Ｆ₁去 １，８３８ １，９８２ ３３４ ３４２ ３４８，９２４ ３１４，５３６ １，０４５ ９２０
和去 ３，１８０ ２，３２８ ３２８ ３３６ ７４４，２６８ ７４１，５３９ ２，２６９ ２，２０７

東 北
乳去 １ ― ２３５ ― ９６，８００ ― ４１２ ―
Ｆ₁去 ２ ４ ２８１ ２８９ １５４，０００ ２３３，４７５ ５４８ ８０７
和去 ２，９３１ ２，３４８ ３１９ ３２４ ６５９，０８２ ７０７，７６０ ２，０６９ ２，１８５

関 東
乳去 ４４ ２５ ３３７ ３４８ ３１３，９２５ ２８０，４１２ ９３２ ８０７
Ｆ₁去 １５８ １３８ ３５４ ３６２ ３４０，７１５ ３６８，６６７ ９６２ １，０１８
和去 ８８０ ８８６ ３１０ ３１０ ６９０，３０４ ７１３，２７４ ２，２３０ ２，３０４

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ₁去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ５８ ８３ ３０８ ２８７ ７１２，１７４ ６３３，３３５ ２，３１２ ２，２０７

東 海
乳去 ５ ６ ２７５ ２８６ ２３８，０４０ ２３８，７００ ８６６ ８３５
Ｆ₁去 ９３ ５０ ３２２ ３３０ ３４４，６９０ ３５７，９６２ １，０７２ １，０８６
和去 ４０８ ２３３ ２７４ ２６５ ６７１，２４５ ６８９，２１４ ２，４４７ ２，６０１

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ₁去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ４１５ １８０ ２６７ ２５９ ７７８，９８８ ７０２，８９４ ２，９２１ ２，７１４

中 四 国
乳去 ６７ ６４ ２８２ ２８４ １７１，１７３ １８９，５４４ ６０６ ６６７
Ｆ₁去 ２６６ ２８３ ３４５ ３３５ ３２８，１２２ ３４１，０３１ ９５１ １，０１７
和去 ７１１ ８１６ ２９８ ３０１ ６０６，４０９ ６１６，８５９ ２，０３３ ２，０５０

九州・沖縄
乳去 ６ １４ ２８６ ２９１ １５２，１６７ １３８，３６４ ５３２ ４７６
Ｆ₁去 ３９９ ４６８ ３４２ ３４１ ３４２，１００ ３５２，５８１ １，００１ １，０３４
和去 １０，９０２ ７，８００ ３０２ ２９９ ６１７，５３７ ６４４，４１９ ２，０４７ ２，１５６

全 国
乳去 ８１２ ８３３ ３１０ ３１０ １３６，８００ １４０，２０８ ４４１ ４５２
Ｆ₁去 ２，７５６ ２，９２５ ３３７ ３４２ ３４５，１７３ ３２６，３７２ １，０２４ ９５４
和去 １９，４８５ １４，６７４ ３０８ ３０８ ６５２，１９５ ６７３，９５３ ２，１１８ ２，１８８

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。―は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

黒毛和種はブロック別で判断
肉用子牛緊急対策事業運用見直し

強
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の
相
場
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畜産物需給見通し畜産物需給見通し


